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このガイドについて

このガイドには、Novell® ZENworks® 11 で新しく強化された機能に関する情報と、このリ
リースへ正常にアップグレードする際に役立つ情報が記載されています。 

このガイドの情報は、次のように構成されます。 

9 ページの第 1 章「ZENworks 11 の変更点と新機能」

21 ページの第 2 章「ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード」

37 ページの第 3 章「ZENworks 11 へのサテライトと管理対象デバイスのアップグレー
ド」

39ページの第4章「ZENworks 10 Configuration Management SP3 ApplianceからZENworks 
Virtual Appliance 11 へのアップグレード」

45 ページの第 5 章「ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x 管理対象デバイス
の管理上の考慮事項」

対象読者

このガイドは、ZENworks 管理者を対象としています。

フィードバック

本マニュアルおよびこの製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様のご意見
やご要望をお寄せください。オンラインマニュアルの各ページの下部にあるユーザコメン
ト機能を使用するか、または Novell Documentation Feedback サイト (http://www.novell.com/
documentation/feedback.html) にアクセスして、ご意見をお寄せください。

追加のマニュアル

ZENworks 11 には、製品について学習したり、製品を実装したりするために使用できるそ
の他のマニュアル (PDF 形式および HTML 形式の両方 ) も用意されています。その他のマ
ニュアルについては、ZENworks 11 マニュアル Web サイト (http://www.novell.com/
documentation/zenworks11) を参照してください。
このガイドについて 7
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1ZENworks 11 の変更点と新機能

次の各セクションでは、Novell ZENworks 11 の新機能と拡張機能を説明します。

9 ページのセクション 1.1「アセットインベントリ」

9 ページのセクション 1.2「バンドル管理」

10 ページのセクション 1.3「バンドルとポリシーの変更管理」

12 ページのセクション 1.4「Endpoint Security Management」
12 ページのセクション 1.5「一般的な機能強化」

14 ページのセクション 1.6「Intel AMT」
14 ページのセクション 1.7「場所の把握」

14 ページのセクション 1.8「Linux デバイスの管理」

17 ページのセクション 1.9「パッチ管理」

18 ページのセクション 1.10「ポリシー管理」

18 ページのセクション 1.11「レポート機能」

19 ページのセクション 1.12「Dell サーバのサポート」

19 ページのセクション 1.13「ZENworks Configuration Management の旧バージョンから
ZENworks 11 への更新」

20 ページのセクション 1.14「ZENworks Appliance」
20 ページのセクション 1.15「ZENworks マイグレーション」

1.1  アセットインベントリ
ZENworks 11 Asset Inventory には、次のような新機能または拡張機能があります。

デバイスが Hyper-V 仮想化環境を提供する場合は、インベントリスキャンによって、
ゲスト名、ゲストオペレーティングシステム、ゲストタイプなど、ゲスト仮想マシン
の詳細を表示できます。

Linuxデバイスに IPMI (Intelligent Platform Management Interface)がインストールされて
いる場合は、インベントリスキャンによって、IPMI の詳細を表示できます。 
環境に配慮し、電力消費を低減するために、グリーン属性機能を使用すると、デバイ
スの接続先モニタのタイプをキャプチャして電源管理を改善できます。この情報は、
ZENworks Reporting Server によって報告されます。

1.2  バンドル管理
ZENworks 10 Configuration Management 10.3.x で使用できたディレクティブバンドルと
ファイルバンドルは、適用できなくなりました。ディレクティブバンドルとファイル
バンドルに固有のすべてのアクションは、Windows バンドルの使用によって作成で
きるようになりました。 
既存のディレクティブバンドルとファイルバンドルは、Windows バンドルとして移行
されます。
ZENworks 11 の変更点と新機能 9
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プレブートバンドルについては、次のイメージバンドルフラグを設定すると、その設
定に基づいてバンドルが適用され、イメージが復元されます。

イメージセーフデータからでなく、バンドルされたイメージからの IP アドレスを
使用します

イメージセーフデータからでなく、バンドルされたイメージからの ID 情報を使
用します

1.3  バンドルとポリシーの変更管理
ZENworks 11 では、バンドルとポリシーに関する新しい変更管理機能の導入により、IT
サービスの中断を最小限にして、バンドルとポリシーを変更することができます。 

バンドルやポリシーをサンドボックスとして作成できるようになりました。バンドルまた
はポリシーの発行済みバージョンを変更することによっても、サンドボックスが作成され
ます。サンドボックスは、テストのフラグが立っているデバイスまたはユーザのみが使用
できます。サンドボックスが使えるようになったので、テストデバイスでバンドルまたは
ポリシーに加えた変更をテストしてから、それらの変更を運用環境にロールアウトできま
す。テスト結果に満足な場合は、サンドボックスを発行し、不満足な場合はサンドボック
スを元に戻すことによって変更を廃棄することができます。発行済みバージョンは、非テ
ストフラグの立っているすべての割当済みデバイスおよびユーザで使用できます。この機
能を利用することにより、ネットワーク内のすべてのデバイスが、常に、同じバージョン
のバンドルまたはポリシーを受け取ることが保証されます。 

バンドルおよびポリシーの変更管理をテストし、使用するには、次の重要事項を知ってお
く必要があります。

サンドボックスは、次のいずれかの方法で作成できます。

バンドルとポリシーをサンドボックスとして作成する。 
バンドルとポリシーの発行済みバージョンを編集して、サンドボックスを作成す
る。

バンドルとポリシーの古いバージョンからサンドボックスを作成する。

ポリシーのサンドボックスバージョンは、新しいポリシーとして発行できます。

バンドルのサンドボックスバージョンは、バンドルの新しい発行済みバージョンまた
は新しいバンドルのいずれかとして発行できます。

バンドルとその依存バンドルは、新しいバージョンとして発行できます。

バンドルは新しいバンドルとして発行し、依存バンドルは新しいバージョンとして発
行できます。

バンドルとその依存バンドルは、新しいバンドルとして発行できます。

複数のバンドルをバンドルの新バージョンとして発行し、複数のポリシーをポリシー
の新規バージョンとして発行できます。

次のバンドル権限とポリシー権限を利用できます。

作成者権限 : バンドルまたはポリシーを変更する ( そして、変更内容をテスト環
境でテストできる ) ために必要な権限を管理者に許可または拒否します。

発行権限 : テストされた変更を運用環境で発行するために必要な権限を管理者に
許可または拒否します。

発行権限を持つ管理者には、作成者権限も与えられます。 
orks 11 アップグレードガイド
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バンドルとポリシーの作成 / 削除権限および変更権限は、発行権限と作成者権限で置
き換えられました。

ZENworks コントロールセンターで、Windows バンドルのサンドボックスバージョン
用アドオンイメージの作成を有効にすることができます。このオプションは、
Windows バンドルの発行済みバージョンにアドオンイメージがあり、そのバンドル
のサンドボックスバージョンに新しいアドオンイメージを作成する場合のみ有効で
す。

サンドボックスにアドオンイメージの作成を有効にしない場合は、バンドルのサンド
ボックスバージョンにアドオンイメージが自動的に作成されることはありません。ま
た、後からバンドルのアドオンイメージを手動で作成することもできません。

バンドルの複数の発行済みバージョンを作成できる場合でも、アドオンイメージは、
バンドルの最新の発行済みバージョンとそのサンドボックスバージョンにのみ使用で
きます。新しい発行済みバージョンを作成するときに、既存の発行済みバンドルのア
ドオンイメージは削除されます。

ZENworks コントロールセンターでバンドルまたはポリシーをクリックすると、その
バンドルまたはポリシーの最新バージョンが表示されます。サンドボックスバージョ
ンが存在する場合は、サンドボックスが表示されますが、そうでない場合は、バンド
ルまたはポリシーの発行済みバージョンが表示されます。

バンドルのページとポリシーのページにある［表示バージョン］オプションで、バン
ドルとポリシーのすべてのバージョンのリストを表示できます。

バンドルまたはポリシーの発行済みバージョンは直接編集できます。発行済みバー
ジョンを編集すると、サンドボックスが作成されます。ただし、バンドルとポリシー
の旧バージョンは表示専用です。旧バージョンのバンドルやポリシーを編集するに
は、編集するバージョンを選択してから、［サンドボックスの作成］をクリックして、
選択したバージョンのサンドボックスを作成する必要があります。これでそのサンド
ボックスを編集することができます。

バンドルまたはポリシーの旧バージョンに戻りたい場合は、旧バージョンのサンド
ボックスを作成して、それを新しいバージョンとして発行します。

バンドルまたはポリシーの旧バージョンをデバイスまたはユーザに割り当てたい場合
は、旧バージョンのサンドボックスを作成して、それを新しいバージョンとして発行
します。

バンドルとポリシーには複数のバージョンを存在させることができます。ただし、ど
の時点でも、1 つのバンドルとポリシーに対して 1 つのサンドボックスしか存在でき
ません。

特定のバージョンが不要になった場合は、そのバージョンを削除できます。

デバイスとユーザにテストのフラグを立てると、デバイスとユーザはバンドルまたは
ポリシーを割り当てられたときにサンドボックスを受け取ることができます ( サンド
ボックスが存在する場合 )。
バンドルのプライマリサーバ複製設定とサテライトサーバ複製設定は、バンドルの各
バージョンで共通です。設定は、どのバージョンのバンドルからでも編集できます。
バンドルの発行済みバージョンのプライマリサーバ複製設定とサテライトサーバ複製
設定を、バンドルのサンドボックスバージョンに適用したい場合は、バンドルの［サ
ZENworks 11 の変更点と新機能 11
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ンドボックス設定］ページの［サンドボックスコンテンツの複製ステータス］パネル
で、［サンドボックスのコンテンツをコンテンツサーバに同期させます］を選択しま
す。

ポリシーのプライマリサーバ複製設定とサテライトサーバ複製設定は、ポリシーの各
バージョンに渡って共通です。設定は、どのバージョンのポリシーからでも編集でき
ます。ポリシーの発行済みバージョンのプライマリサーバ複製設定とサテライトサー
バ複製設定を、ポリシーのサンドボックスバージョンに適用したい場合は、ポリシー
の［サンドボックス設定］ページの［サンドボックスコンテンツの複製ステータス］
パネルで、［サンドボックスのコンテンツをコンテンツサーバに同期させます］を選
択します。

1.4  Endpoint Security Management
ZENworks Endpoint Security Management は、ZENworks Configuration Management、
ZENworks Asset Management、および ZENworks Patch Management と同じ ZENworks インフ
ラストラクチャ (ZENworks コントロールセンター、サーバー、およびエージェント ) を
使用して、ZENworks 11 ファミリの製品に統合されています。

今日のコンピューティング環境では、新しいデータの大半がエンドポイントデバイス上に
存在しています。これらのデバイスはモバイルであり、常に境界セキュリティに保護され
ているわけではありません。ラップトップ、スマートフォン、MP3 プレーヤ、サムドラ
イブなどのポータブルエンドポイントデバイスは特に損失や盗難の危険性が高くなってい
ます。エンドポイントデバイスは、ワイヤレス接続を介して安全性に問題があるネット
ワークにアクセスすることもあります。

ZENworks Endpoint Security Management は、管理対象デバイスのセキュリティポリシーの
中央管理を提供することによって、エンドポイントセキュリティを簡素化します。リムー
バブルストレージデバイス、ワイヤレスネットワーク、およびアプリケーションに対する
デバイスのアクセスを制御できます。さらに、暗号化とファイアウォールの実施 ( ポー
ト、プロトコル、アクセス制御リスト ) による安全なネットワーク通信の使用によって、
データを安全に保護することができます。エンドポイントデバイスのセキュリティは、そ
のデバイスの場所に基づいて変更できます。

ZENworks Endpoint Security Management の使用については、次のガイドを参照してくださ
い。

ZENworks 11 管理クイックスタート

ZENworks 11 Endpoint セキュリティポリシーリファレンス

1.5  一般的な機能強化
次のようにルック & フィールが改善されました。

ZENworks アイコンが に変更されました。 
ZENworks コントロールセンターのログイン画面が変更されました。
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図 1-1   ZENworks コントロールセンターのログインページ

ZENworks コントロールセンター内のナビゲーションタブを表すアイコンが変更
されました。

ZENworks コントロールセンターの背景色が黒とグレーになりました。

ZENworks 11 では、デバイスをゾーンに実際に登録する前に、ゾーン内にデバイスオ
ブジェクトを作成できます。この機能によって、所定のデバイスの変数およびその他
の設定をすべて事前設定してから、デバイスをブートすることができます。次に、デ
バイスがデバイスの MAC アドレスまたはシリアル番号を使用して必要な調整を行い
ます。

ZENworks 11 以降では、システム更新エンタイトルメントをアクティブ化して、タイ
ムリーに Novell ZENworks 11 ソフトウェアへの更新を取得する必要があります。シ
ステム更新エンタイトルメントが設定されていない場合は、新しい更新を受け取るこ
とはできません。 
システム更新エンタイトルメントをアクティブにする方法の詳細については、

『ZENworks 11 システム管理リファレンス』の「ZENworks システム更新」を参照して
ください。

ZENworks 11 では、管理者グループを作成できます。管理者グループを作成するに
は、次の手順を実行します。

1. ZENworks コントロールセンターで、［環境設定］をクリックします。

2.［管理者］パネルで、［新規］>［管理者グループ］の順にクリックして、［新し
い管理者グループの追加］ダイアログボックスを表示します。 
さまざまなオプションの詳細については、［ヘルプ］ボタンをクリックします。
ZENworks 11 の変更点と新機能 13
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1.6  Intel AMT
ZENworks 11 では、ZENworks コントロールセンターで帯域外の方法で、Intel AMT 対応デ
バイスをプロビジョニングし、それらの電力状態を管理できます。 

1.7  場所の把握
ZENworks 11 では、ZENworks Adaptive Agent が管理対象デバイス上でなにを使用可能に
するか、なにを強制するかを決定するための場所を設定することができます。これで、
ユーザが頻繁に旅行する移動性の高い従業員であるか、オフィスの事務員であるか、また
は在宅勤務員であるかに関わらず、そのユーザを正しい ZENworks サーバに接続し、正し
いアプリケーションを使用可能にし、適切なセキュリティポリシーを適用することで、デ
バイスをその現在のネットワーク環境内で保護することができます。 

場所の詳細については、『ZENworks 11 システム管理リファレンス』の「Location 
Awareness 」を参照してください。

1.8  Linux デバイスの管理 
ZENworks 11 では、Linux デバイスを管理できます。詳細については、次の各セクション
を参照してください。

14 ページのセクション 1.8.1「検出と展開」

15 ページのセクション 1.8.2「Linux オペレーティングシステムの展開」

15 ページのセクション 1.8.3「Linux ソフトウェアの配布」

16 ページのセクション 1.8.4「Linux サブスクリプション管理」

16 ページのセクション 1.8.5「Linux 環境設定管理」

16 ページのセクション 1.8.6「Linux インベントリサービス」

16 ページのセクション 1.8.7「Linux パッチ管理」

17 ページのセクション 1.8.8「ローカルユーザ管理」

17 ページのセクション 1.8.9「Novell Application Launcher (Linux 用 )」

1.8.1  検出と展開

ZENworks 11 での検出と展開では、次のタスクを Linux デバイスで実行できます。 

Linux デバイスを検出します。

ZENworks Adaptive Agent を Linux デバイスに展開します。 
ZENworks Adaptive Agent を管理ゾーンレベルで選択された機能とともに展開します。
これらの機能は、ZENworks コントロールセンターを介した展開の前と後でカスタマ
イズできます。
orks 11 アップグレードガイド
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プライマリサーバの代わりに Linux プロキシを使用して、Linux デバイスを検出し、そ
れらのデバイスに ZENworks Adaptive Agent を展開します。

YaSTアドオンとYUMユーティリティを使用して、SLES(SUSE Linux Enterprise)デバイ
スと RHEL(Red Hat Enterprise Linux) デバイスに、ZENworks Adaptive Agent をインス
トールします。これらのユーティリティによってインストールしたエージェントは、
YaST または YUM のリポジトリとして使用される管理ゾーン内の ZENworks サーバ
に自動的に登録されます。

1.8.2  Linux オペレーティングシステムの展開

ZENworks 11 では、複数の方法によって、Linux オペレーティングシステムをワークス
テーションとサーバに配布できます。

AutoYaST: ZENworks 11 には、オペレーティングシステムとともに提供される
AutoYaST 展開方法を使用して、SUSE Linux Enterprise 配布パッケージを展開できる
新しいプレブートバンドルアクションが用意されています。

Kickstart: ZENworks 11 には、オペレーティングシステムとともに提供される
Kickstart 展開方法を使用して、RedHat と VMware ESX を展開できる新しいプレブー
トバンドルアクションが用意されています。

イメージング :  ZENworks は、デバイスに Linux を配布するために使用できるファイ
ルベースのイメージングソリューションも提供しています。この方法では、特殊な
SUSE Linux Enterprise 配布パッケージを使用して、デバイスがプレブート状態のとき
に、デバイスに関連付けられているイメージングタスクを実行します。この特殊な配
布パッケージを使用すると、Windows イメージと Linux イメージを配布し、Linux ス
クリプトを実行できます。ZENworks 11 でも、LVM でパーティション分割された
ディスクに対してこれらのイメージング操作を実行する機能がサポートされていま
す。

1.8.3  Linux ソフトウェアの配布

ZENworks 11 では、RPM ベースのソフトウェアを効率的に配布できます。Linux は
ZENworks 11 のバンドル管理フレームワークを使用するので、追加環境設定タスクを実行
し、追加のファイルとディレクトリを展開し、スクリプトを実行するなど、多数のタスク
を Linux バンドルの一部として実行することができます。 

ZENworks 11 では、さまざまな配布方法を利用できます。

Linux バンドルを使用して、パッケージとアクションのセットをプッシュまたはプル
できます。

Linux 依存バンドルを使用して、依存性を解決するためのパッケージセットを提供で
きます。

ZENworks 11 では、管理対象デバイスの登録先リポジトリを管理することもできます。管
理対象デバイスを登録する環境に他の YUM リポジトリまたは YaST リポジトリがある場
合は、ZENworks コントロールセンターからそのリポジトリに自動的に登録するように、
管理対象デバイスを設定できます。
ZENworks 11 の変更点と新機能 15
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1.8.4  Linux サブスクリプション管理

ZENworks 11 では、Novell 更新リポジトリ、ZENworks Linux 管理リポジトリ、RedHat
ネットワーク、および YUM リポジトリへのサブスクリプションを簡単にセットアップで
きます。プラットフォームを選択し、サブスクリプションするサービスを更新し、変更の
有無を定期的にチェックするようにサブスクリプションをスケジュールできます。

1.8.5  Linux 環境設定管理

ZENworks 11 では、次の新しい Linux 環境設定ポリシーを導入しています。

パペットポリシーでは、パペットコミュニティによって開発されたすべてのマニフェ
ストとモジュールを活用できます。これによって、Apache や Tomcat などのアプリ
ケーションの変更をさまざまなサーバに素早く容易に配布できます。

外部サービスポリシーでは、YUM リポジトリ、ZYPP リポジトリ、および MOUNT リ
ポジトリのためのサービスを設定できます。これによって、これらのリポジトリから
管理対象デバイスに、ソフトウェアのパッケージまたは更新をダウンロードし、イン
ストールできます。

ZENworks 11 では、バンドルとポリシーに関する新しい変更管理機能の導入により、IT
サービスの中断を最小限にして、バンドルとポリシーを変更することができます。変更管
理の詳細については、10 ページの 「バンドルとポリシーの変更管理」を参照してくださ
い。

1.8.6  Linux インベントリサービス

ZENworks 11 では、ハードウェアとソフトウェアのインベントリ情報を Linux および
Windows の各管理対象デバイスから収集するように設定できます。ソフトウェアスキャ
ンでは、デバイスに現在インストールされているすべての RPM が報告されます。ハード
ウェアスキャンでは、すべてのハードウェアコンポーネントが報告されます。これらの
サービスは ZENworks フレームワーク上に構築されるので、履歴追跡機能を利用して、い
つパッケージとハードウェアが変更されたかを知ることができます。 

ZENworks 11 には、ZENworks Reporting Services というエンタープライズレベルのレポー
ティングツールがあり、このツールを使用すると、簡単なカスタムレポートや複雑なカス
タムレポートを作成して、インベントリレポーティングのニーズを満たすことができま
す。

1.8.7  Linux パッチ管理

ZENworks 11 Patch Management では、ZENworks Patch Management のサブスクリプション、
レポーティング、および修正の各サービスを SUSE Linux デバイスと RedHat Linux デバイ
スに拡張します。これで、Novell と RedHat によって公表されたすべてのパッチ脆弱性の
クイックビューと環境内に現在存在している脆弱性のクイックビューを取得することがで
きます。特定された脆弱性は、Novell Patch Management サブスクリプションからパッチを
展開して、素早く、簡単に修正できます。

注 : ZENworks Patch Management では年次サブスクリプションが必要です。このサブスク
リプションは、環境内で特定された脆弱性の修正に必要なパッチ署名とパッチを提供しま
す。
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1.8.8  ローカルユーザ管理

Linux 管理対象デバイスで、ZENworks 特権 ( 表示、設定、またはスーパーユーザ ) をロー
カルユーザに割り当てることを選択できるようになりました。ローカルユーザとそれらの
特権のリストを、他の管理対象デバイスで再使用するために、xml ファイルにエクスポー
トすることもできます。 

1.8.9  Novell Application Launcher (Linux 用 )

Novell Application Launcher (ZENworks Window) を使用して、Linux 管理対象デバイス上で
バンドルにアクセスできるようになりました。これは、バンドルのアクセス方法として、
ZENworks アイコンの使用に追加されています。

Linux 管理対象デバイスに関して Novell Application Launcher を起動する方法の詳細につい
ては、『Novell ZENworks 11 Adaptive Agent ガイド』の「バンドルの起動」を参照してくだ
さい。

1.9  パッチ管理
ZENworks 11 Patch Management では、次の新機能や強化機能が提供されます。

SUSE LinuxデバイスとRed Hat Linuxデバイスに対するZENworks Patch Managementの
サブスクリプションサービス、レポーティングサービス、および修正サービスのサ
ポート。

詳細については、16 ページのセクション 1.8.7「Linux パッチ管理」を参照してくだ
さい。

64 ビットサーバのサポート。

ZENworks Patch Management によって新規パッチが検出されたとき、電子メールで
ユーザに通知します。 
ダッシュボードの更新スケジュールを設定します。

特定のオペレーティングシステムのパッチをダウンロードするように、サブスクリプ
ションダウンロードオプションを設定します。 
ZENworks Configuration ManagementとZENworks Patch Managementの両方のライセンス
状態がアクティブの場合は、パッチウィザードを使用して、カスタムパッチを作成
し、作成したパッチをパッチ管理システムに追加します。

パッチ管理システムからパッチを削除します。 
パッチの検索時に、オペレーティングシステムに基づいて結果をフィルタします。

パッチ管理では、使用可能なオペレーティングシステムをすべてダウンロードするこ
とはなくなりました。インストールされているエージェントに基づいて、必要なパッ
チだけをダウンロードします。この機能強化により、顧客のサーバのディスクスペー
スが節約され、ZENworks サーバに登録さえしていないオペレーティングシステムの
ためのファイルダウンロードに関して、帯域幅を最適に使用することができます。

場所の詳細については、『ZENworks 11 パッチ管理リファレンス』を参照してください。
ZENworks 11 の変更点と新機能 17
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1.10  ポリシー管理
ZENworks 11 は、1 つの製品に固有か、または複数の製品に共通なポリシーを提供しま
す。環境設定管理、エンドポイントセキュリティ管理、アセット管理などの製品に使用で
きるポリシーは、アクティブにする製品に依存します。

次のポリシーは、環境設定管理に固有です。

ブラウザブックマークポリシー

ローカルファイル権限ポリシー 電源管理ポリシー プリンタポリシー リモート管理ポ
リシー ローミングプロファイルポリシー SNMP ポリシー 外部サービスポリシー

パペットポリシー

次のポリシーは、エンドポイントセキュリティ管理に固有です。

アプリケーション制御ポリシー

通信ハードウェアポリシー データ暗号化ポリシー ファイアウォールポリシー 場所割
り当てポリシー セキュリティ設定ポリシー ストレージデバイスコントロールポリ
シー USB 接続性ポリシー VPN 実施ポリシー

Wi-Fi ポリシー

次のポリシーは、環境設定管理とエンドポイントセキュリティ管理に共通です。

Windows グループポリシー

ダイナミックローカルユーザポリシー

次のポリシーは、環境設定管理、エンドポイントセキュリティ管理、アセット管理に共通
です。

ZENworks Explore 環境設定管理ポリシー

1.11  レポート機能
ZENworks 11 には、次の新しいレポーティング機能があります。

ポリシーの管理、実施、およびコンプライアンスに関するエンドポイントセキュリ
ティのカスタムレポートと事前定義レポートを生成します。

ユーザおよびデバイスに関するポリシー実施ステータスとアプリケーション展開の詳
細を報告します。

次の電源管理の詳細を報告します。

ハードウェアとオペレーティングシステムの機能

ポリシーの有効性

有効性の追跡とスケジューリングのための帯域外電源管理アクション

ZENworks レポーティングには、次の新しい事前定義レポートが組み込まれました。

Linux サブスクリプションセッションの詳細 
Linux サブスクリプション

管理対象デバイスシステム更新ステータス - Windows 
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ZENworks 11 のアップグレード方法の詳細については、『ZENworks 11 システムレポーティ
ングリファレンス』を参照してください。

1.12  Dell サーバのサポート

ZENworks 11 では、 DellDTK Configuration バンドルを使用して、Dell サーバ上でハード
ウェアとシステムの設定 (BIOS、BMC、DRAC、および RAID の設定を含む ) を更新およ
び設定できます。

サーバがブートすると、DellDTK Configuration バンドルがサーバ上で実行され、次に、オ
ペレーティングシステムがブートします。DellDTK Configuration バンドルは、サーバのプ
ロビジョニングで使用されて、次のタスクを実行します。

スクリプトとファイルを使用して、BIOS、BMC、RAID、および DRAC を設定しま
す。

Dell ユーティリティパーティションをインストールします。

既存の Dell ユーティリティパーティションを上書きします。

既存の Dell ユーティリティパーティション内のファイルを更新します。

Dell デバイスの更新後、別のプレブートバンドルを実行して、オペレーティングシス
テムをインストールします。

1.13  ZENworks Configuration Management の旧
バージョンから ZENworks 11 への更新

次のものは、ZENworks 11 に直接更新できます。

ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3) または Update for ZENworks 10 
Configuration Management SP3 (10.3.1) がインストールされているプライマリサーバ

詳細については、21 ページの第 2 章「ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップ
グレード」を参照してください。

次のバージョンのいずれかがインストールされている管理対象デバイスとサテライト

ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2)
Update for ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2.1)
Update for ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2.2)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3)
Update for ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.1)

詳細については、37 ページの第 3 章「ZENworks 11 へのサテライトと管理対象デバ
イスのアップグレード」を参照してください。

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance 

詳細については、39 ページの第 4 章「ZENworks 10 Configuration Management SP3 
Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 へのアップグレード」『ZENworks 11 シス
テムレポーティングリファレンス』を参照してください。
ZENworks 11 の変更点と新機能 19
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1.14  ZENworks Appliance
サポートされている仮想インフラストラクチャに展開できる仮想アプライアンスとして、
ZENworks Virtual Appliance 11 を利用できるようになりました。この仮想アプライアンス
は、カスタマイズされた SUSE Linux Enterprise Server 11 JeOS (SLES 11 SP1) 上で構築され、
ZENworks 11 サーバとともに事前にインストールされます。 

1.15  ZENworks マイグレーション 
ZENworks 7.2 Linux Management (IR2 以上 ) を使用している場合は、ZENworks Linux 
Management Migration Utility を使用して、ZENworks Configuration Management に容易
にデータを移行できます。 
ZENworks Configuration Management、ZENworks Linux Management、および ZENworks 
Asset Management 用の各 ZENworks Migration Utility をインストールするために必要な
実行可能ファイルが、Novell ダウンロード Web サイト (http://download.novell.com/) か
ら利用できるようになり、ZENworks 11 ビルドに含まれなくなりました。 
Web ブラウザを使用して、次のいずれかの場所の適当な場所に Migration Utility をダ
ウンロードできます。 

［ZENworks ダウンロード］ページ : ZENworks ダウンロードページで (http://
zenworks_primary_server_IP_address/zenworks-setup/?pageId=tools)、マイグレーションユー
ティリティの実行ファイル (ZENworks Configuration Management の場合は
ZENmigration.exe、ZENworks Asset Management Migration の場合は ZAMmigration.exe、
ZENworks Linux Management Migration の場合は zlmmigration.zip) をクリックする
と、ユーティリティをダウンロードできる Novell ダウンロードサイトのページ
に自動的にリダイレクトされます。

Novell ダウンロードサイト : Novell ダウンロード Web サイト (http://
download.novell.com/) に移動し、ダウンロードするマイグレーションユーティリ
ティを検索します。

ZENworks Configuration Management Migration では、アプリケーションまたはポリシー
をサンドボックスとして移行できます。依存アプリケーションもサンドボックスとし
て移行できます。

詳細については、『ZENworks 11 Configuration Management マイグレーションガイド』
の「マイグレーションオプション」を参照してください。
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2ZENworks 11 へのプライマリサーバ

のアップグレード

ZENworks 11 インストールメディアを使用すると、ZENworks 10 Configuration Management 
SP3 (10.3) または Update for ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.1) がインス
トールされているプライマリサーバを ZENworks 11 に直接アップグレードできます。

次の各セクションでは、ZENworks 11 へのアップグレードについて説明します。

21 ページのセクション 2.1「アップグレードで行われる処理の理解」

22 ページのセクション 2.2「アップグレード順序の理解」

22 ページのセクション 2.3「前提条件」

25 ページのセクション 2.4「プライマリサーバのアップグレード」

32 ページのセクション 2.5「ZENworks Reporting Server のアップグレード」

33 ページのセクション 2.6「既知の問題」

33 ページのセクション 2.7「トラブルシューティング」

2.1  アップグレードで行われる処理の理解
Configuration Management、Asset Management、Asset Inventory、および Patch 
Management を含む、プライマリサーバ上の ZENworks 10 Configuration Management コ
ンポーネントをすべてアップグレードする .
ZENworks 11 Endpoint Security Managementをプライマリサーバにインストールします。

ZENworks データベースをアップグレードします。これは、最初のサーバのアップグ
レード時に行われます。

最初のサーバを ZENworks 11 にアップグレードすると、ZENworks Configuration 
Management 10.2.x/10.3.x のサテライトおよび管理対象デバイスの ZENworks 11 への
アップグレードにシステム更新を使用できるようになります。 
サテライトと管理対象デバイスを ZENworks 11 にアップグレードする方法の詳細に
ついては、37 ページの第 3 章「ZENworks 11 へのサテライトと管理対象デバイスの
アップグレード」を参照してください。

管理ゾーンレベルでのみ設定された最近接サーバルールを移行します。これらのルー
ルは、ルールロジックに従って、場所またはネットワーク環境として ZENworks 11
に移行されます。

デバイスおよびデバイスフォルダレベルで設定された最近接サーバルールは移行され
ません。

バンドルおよびポリシーの作成 / 削除権限と変更権限を、それぞれ発行権限と作成者
権限として変換します。

既存のファイルバンドルとディレクティブバンドルを Windows バンドルに変換しま
す。
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 21
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Widows バンドルは、ファイルバンドルとディレクティブバンドルによってサポート
されている ( アクションカテゴリを除く ) すべてのカテゴリをサポートします。 
たとえば、 パーソナリティの保存カテゴリを含むディレクティブバンドルは、パーソ
ナリティの保存カテゴリを持つ Windows バンドルとして移行されますが、アクショ
ンカテゴリを含むディレクティブバンドルは、空のカテゴリを持つ Windows バンド
ルとして移行されます。

2.2  アップグレード順序の理解
プライマリサーバの ZENworks Configuration Management 10.3.x から ZENworks 11 へのアッ
プグレードを計画する際には、次のガイドラインを考慮に入れる必要があります。

管理ゾーンのプライマリサーバは、任意の順序でアップグレードできます。 
ZENworks 11 アップグレードプログラムでは、そのプログラムを実行するサーバしか
アップグレードできません。 
管理ゾーンで初めてアップグレードを実行する場合、プライマリサーバをアップグ
レードする ZENworks 11 アップグレードプログラムのインスタンスは、1 つしか実行
できません。その後は、複数のプライマリサーバで並行してアップグレードプログラ
ムを実行し、それらのサーバをアップグレードできます。

ゾーン内のすべてのプライマリサーバを短期間にアップグレードする必要がありま
す。

各サーバのアップグレード後、ZENworks サービスがプライマリサーバで開始されま
す。最初のプライマリサーバをアップグレードすると ZENworks データベースもアッ
プグレードされるので、アップグレードした他のプライマリサーバが、アップグレー
ド済みデータベースおよび他のアップグレード済み管理対象デバイスと通信できま
す。

2.3  前提条件
22 ページのセクション 2.3.1「管理ゾーンで最初のアップグレードを実行するための前
提条件」

24 ページのセクション 2.3.2「管理ゾーンで後続のアップグレードを実行するための前
提条件」

2.3.1  管理ゾーンで最初のアップグレードを実行するための前提条
件

ZENworks Configuration Management 10.3.x から ZENworks 11 にプライマリサーバをアップ
グレードするため、管理ゾーンで最初に ZENworks 11 アップグレードを実行することを
選択した場合は、アップグレードプログラムの実行前に、次のタスクを完了する必要があ
ります。

ZENworks 11にアップグレードしたいZENworks Configuration Management 10.3.xプライ
マリサーバが ZENworks 11 のシステム要件をすべて満たしているか確認します。

詳細については、『ZENworks 11 インストールガイド』の「プライマリサーバ要件」
を参照してください。

ZENworks データベースをバックアップします。
orks 11 アップグレードガイド
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データベーススキーマが正しいかどうか、ZENworks 11 インストールメディアにバン
ドルされている ZENworks 診断センターツールを使用して確認します。ツールは、
Linux プライマリサーバの場合は /Common/tools/zdc/zdc_zen11、Windows プライマリサー
バの場合は \common\tools\zdc\zdc_zen11.bat で入手できます。

重要 : インストールメディアにある ZENworks 診断センターツールは、ZENworks 11
へのアップグレードの前にデータベーススキーマを検証するためにだけ使用します。
このツールは、ゾーン内の最初のプライマリサーバをアップグレードするときだけ実
行してください。ZENworks 11 にアップグレードした後でプライマリサーバと管理
ゾーンのヘルスを検証する場合は、ZENworks 11 の ZENworks コントロールセンター
から ZENworks 診断センターをダウンロードして使用します。詳細については、

『ZENworks コマンドラインユーティリティ』の「ZENworks 診断センター」を参照し
てください。

ZENworks データベースとの接続をすべて終了する .
アップグレード中にデータベースが開いたままの状態になるのを防ぐため、アップグ
レード対象でないプライマリサーバ上の ZENworks サービスをすべて停止する .
最初のサーバをアップグレードすると、ZENworks Configuration Management 10.2.x/
10.3.x のサテライトと管理対象デバイスの ZENworks 11 へのアップグレードに、シス
テム更新を使用できるようになります。これは、システム更新機能を使用して行うこ
とができます。システム更新で更新された他の管理対象デバイスが、まだ更新されて
いないプライマリサーバに接続しないようにするには、管理ゾーン内のすべてのプラ
イマリサーバで ZENworks サービスが停止される必要があります。

データベースをホストしているサーバが、データベースサービスがアクティブな状態
で実行されていることを確認します。

(条件付き)64ビットWindows Server 2003/2008またはWindows Server 2003/2008 R2のデ
バイス上で、ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x を ZENworks 11 にアッ
プグレードする場合、そのデバイスに、Microsoft .NET 3.5 SP1 フレームワークとその
すべての最新アップデートがインストールされている必要があります。それらのイン
ストールについては、アップグレードプログラムの実行前にするか、アップグレード
中にするか、選択することができます。

Windows プライマリサーバに、Windows Installer 4.5 以上がインストールされ、実行中
であることを確認します。

ZENworks Endpoint Security Management のクライアントがプライマリサーバにインス
トールされていないことを確認します。サーバにクライアントがインストールされて
いる場合は、ZENworks 11 にサーバをアップグレードする前に、クライアントをアン
インストールする必要があります。

ゾーンに ZENworks Reporting Server をインストールしている場合は、セクション 24 
ページの 「ZENworks Reporting Server をアップグレードするための前提条件」に進み
ます。

ZENworksアップグレードソフトウェアをISOイメージのダウンロードとして入手した
場合、次のいずれかを実行してアップグレード DVD を作成します。

24 ページの 「Windowsを使用して ISOイメージからZENworksインストールDVD
を作成する」

24 ページの 「Linux を使用して ISO イメージから ZENworks インストール DVD を
作成する」
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 23



24 ZENw

novdocx (ja)  16 A
pril 2010
Windows を使用して ISO イメージから ZENworks インストール DVD を作成する

1 ZENworks 11 アップグレード ISO イメージを Novell ダウンロード Web サイト (http://
download.novell.com/) から Windows デバイスの一時保管場所にダウンロードします。

2 ISO イメージを DVD に記録します。

Linux を使用して ISO イメージから ZENworks インストール DVD を作成する

1 ZENworks 11 アップグレード ISO イメージを Novell ダウンロード Web サイト (http://
www.novell.com/) から一時的に Linux デバイスの適当な場所にダウンロードします。

2 次のコマンドを使用して ISO イメージをマウントします。

mount -o loop /tempfolderpath/isoimagename.iso mountpoint

tempfolderpath を一時フォルダへのパスと置き換えて、isoimagename を ZENworks ISO
ファイル名と置き換え、mountpoint をイメージをマウントするファイルシステムの場
所へのパスと置き換えます。mountpoint によって指定されたパスはすでに存在してい
る必要があります。

たとえば、次のようにします。

mount -o loop /zcm11/ZCM11upgr.iso /zcm11/upgrade

3 ISO イメージを DVD に記録します。

ZENworks Reporting Server をアップグレードするための前提条件

1 zman report-save コマンドの実行により、レポートとレポートのデータをバックアップ
します。 
詳細については、『ZENworks 11 コマンドラインユーティリティリファレンス』の

「レポートコマンド」を参照してください。

2.3.2  管理ゾーンで後続のアップグレードを実行するための前提条
件 

管理ゾーンで最初の ZENworks 11 アップグレードの実行に成功したら、ゾーン内の複数
のプライマリサーバで並行してアップグレードプログラムを実行し、それらのサーバを
アップグレードできます。ZENworks 11 アップグレードを実行する前に、次の前提条件が
満たされていることを確認します。

ZENworks Configuration Management 10.3.xからZENworks 11にアップグレードしたいプ
ライマリサーバが ZENworks 11 のシステム要件を満たしていることを確認します。

詳細については、『ZENworks 11 インストールガイド』の「プライマリサーバ要件」
を参照してください。

データベースをホストしているサーバが、データベースサービスがアクティブな状態
で実行されていることを確認します。

(条件付き)64ビットWindows Server 2003/2008またはWindows Server 2003/2008 R2のデ
バイス上で、ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x を ZENworks 11 にアッ
プグレードする場合、そのデバイスに、Microsoft .NET 3.5 SP1 フレームワークとその
すべての最新アップデートがインストールされている必要があります。それらのイン
ストールについては、アップグレードプログラムの実行前にするか、アップグレード
中にするか、選択することができます。
orks 11 アップグレードガイド
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Windows プライマリサーバに、Windows Installer 4.5 以上がインストールされ、実行中
であることを確認します。

ZENworks Endpoint Security Management のクライアントがプライマリサーバにインス
トールされていないことを確認します。サーバにクライアントがインストールされて
いる場合は、ZENworks 11 にサーバをアップグレードする前に、クライアントをアン
インストールする必要があります。

2.4  プライマリサーバのアップグレード
アップグレードには、グラフィックユーザインタフェース (GUI) プログラムまたはコマン
ドライン (Linux のみ ) を使用できます。

25 ページのセクション 2.4.1「GUI を使用した Linux および Windows サーバのアップグ
レード」

30 ページのセクション 2.4.2「コマンドラインを使用した Linux サーバのアップグレー
ド」

重要 : プライマリサーバの ZENworks 11 へのアップグレードには ZENworks システム更新
を使用しないでください。

2.4.1  GUI を使用した Linux および Windows サーバのアップグ

レード

ZENworks Configuration Management 10.3.x から ZENworks 11 にアップグレードしたいプラ
イマリサーバで、次の手順を実行します。

1 22 ページのセクション 2.3「前提条件」で説明されているアップグレードの前提条件
を満たしていることを確認します。

2 次の手順で、ZENworks 11 アップグレードプログラムを起動します。

Linux: Linux 端末で、ZENworks 11 インストールメディアのルートまでブラウズ
し、setup.sh コマンドを入力します。

Windows:  次のいずれかの操作を行います。

ZENworks 11 インストールメディアのルートまでブラウズし、setup.exe をダブ
ルクリックします。

DOS ウィンドウを開き、ZENworks 11 インストールメディアのルートまでブ
ラウズし、setup.exe コマンドを入力します。

3 アップグレード中に、アップグレードデータの詳細を理解する必要が生じた場合は、
27 ページの 表 2-1 「インストール情報」に記載されている情報を参照してください。

GUI アップグレードを使用している場合は、［ヘルプ］ボタンをクリックして同様の
情報を参照することもできます。
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4 Windows デバイスで次のいずれかを実行します :
自動的に再起動するように選択した場合は ( アップグレード時に［はい、システ
ムを再起動します］オプションを選択した場合。30 ページの 「サーバの再起動
(Windows の場合のみ )」参照 )、起動プロセスが完了してサービスが開始した
ら、ステップ 6 に進みます。

手動で再起動するように選択した場合は ( アップグレード時に［いいえ、システ
ムを後で手動で再起動します］オプションを選択した場合。30 ページの 「サー
バの再起動 (Windows の場合のみ )」参照 )、アップグレードが完了してサービス
が開始するまで待機し、ステップ 5 で確認する必要があります。

5 アップグレードが完了して ZENworks サービスが再開されたら、次のいずれかを行っ
て、ZENworks 11) が実行されていることを確認します。

GUI を使用した Windows サービスのチェック : 

サーバで、［スタート］をクリックし、［管理ツール］、［サービス］の順に選択し
て［Novell ZENworks Loader］および［Novell ZENworks サーバ］サービスの状態
を確認します。

サービスが実行中でない場合は、サービスを開始します。［Novell ZENworks 
Server］サービスを右クリックして［開始］を選択し、［Novell ZENworks Loader］
サービスを右クリックして［開始］をクリックします。

または、［Novell ZENworks サーバ］の［再起動］オプションを使用して、関連す
るサービスをすべて停止します。これによって、Novell ZENworks ローダを含む
関連する各サービスはいったん停止してから、正しい順番で起動されます。

ZENworks コントロールセンターの実行 : 

ネットワーク内の任意のデバイスの Web ブラウザで、次の URL を使用して
ZENworks コントロールセンターを開きます。

https://DNS_name_or_IP_address_of_Primary_Server:port_number/zenworks

特定のサービスコマンドを使用した Linux サービスのチェック : 

サーバで次のコマンドを実行します。

/etc/init.d/novell-zenserver status

/etc/init.d/novell-zenloader status

サービスが実行されていない場合は、次のコマンドを実行して ZENworks サービ
スを開始します。

/etc/init.d/novell-zenserver start

/etc/init.d/novell-zenloader start

設定コマンドを使用した Linux サービスのチェック : 

サーバで次のコマンドを実行します。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c SystemStatus

これによりすべての ZENworks サービスおよびその状態が一覧表示されます。

サービスを実行するには、次のコマンドを実行してください。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c Start

6 他のプライマリサーバをアップグレードするには、ステップ 2 から繰り返します。
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重要 : 管理ゾーン内にあるプライマリサーバすべてのアップグレードが完了するま
で、これらのステップを繰り返します。システム更新によって ZENworks Adaptive 
Agents がアップグレードされたその他の管理対象デバイスは、まだアップグレード
されていないプライマリサーバには接続できないようにしてください。

次の表に、必要なアップグレード情報がインストールフローの順序で一覧にされていま
す。

表 2-1   インストール情報

インストール情報 説明

使用許諾契約 使用許諾契約を受諾しない場合は、アップグレードプログラムが終了します。

ZENworks 前提
条件

必要な前提条件がインストールされていない場合は、アップグレードを続行できま
せん。満たされていない要件は、GUI に表示されるか、またはコマンドラインに一
覧表示されます。詳細については、『ZENworks 11 インストールガイド』の「システ
ム要件」を参照してください。

.NET 前提条件が満たされていない場合は、説明内の［ZENworks］リンクをクリッ
クして ZENworks にバンドルされているランタイムバージョンをインストールする
ことができます。.NET 3.5 SP1 フレームワークとそのすべての最新アップデートを
インストールしたか確認します。.NET のインストール後、ZENworks アップグレー
ドが続行します。

ゾーン管理者情
報

管理ゾーン管理者のログイン名とパスワードを指定します。

ZENworks 診断
センター

［はい、ZDC を使用してデータベーススキーマを検証しました］オプションを選択
することにより、ZENworks 診断センターを使用して、ZENworks データベースス
キーマが正しいことを検証したと確認します。このオプションを選択しない場合は、
アップグレードを続行できません。 

注 : このページは、ゾーン内で最初に ZENworks 11 アップグレードプログラムを実
行するときにだけ表示されます。
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 27



28 ZENw

novdocx (ja)  16 A
pril 2010
ZENworks ライ
センス登録

Novell ZENworks 11 製品を、そのアップグレードまたはインストール後に自動的に
有効にする設定を行います。

このページは、ゾーン内で最初に ZENworks 11 アップグレードプログラムを実行す
るときにだけ表示されます。

ZENworks 10 Configuration Management SP3 からアップグレードされた
ZENworks 11 製品の有効化 

ZENworks 10 Configuration Management SP3 からアップグレードした ZENworks 
11 製品を、ZENworks 10 Configuration Management SP3 のライセンス状態に基づ
いて、有効にすることができます。 

ZENworks 11 Configuration Management、ZENworks 11 Asset Management、
または ZENworks 11 Asset Inventory (UNIX/Linux 用 ) は、アップグレード前の
ライセンス状態によって、「評価」または「アクティブ」のいずれかとして有
効化できます。 

ZENworks 10.3 製品のライセンス状態が「評価」の場合 :  製品の
ZENworks 11 ライセンスの状態を「評価」または「アクティブ」のいず
れかとして有効にできます。製品の「評価」状態を有効にするには、［評
価］チェックボックスを選択します。製品の「アクティブ」状態を有効
にするには、ZENworks 11 アップグレードの購入時に取得したライセン
スキーを指定します。ライセンスキーを指定すると、［評価］チェック
ボックスが自動的にオフになります。

ZENworks 10.3 製品のライセンス状態が「アクティブ」の場合 :  製品の
ZENworks 11 ライセンスの状態を「アクティブ」としてのみ有効にでき
ます。ZENworks 11 アップグレードの購入時に入手したライセンスキー
を指定します。ライセンスキーを指定すると、［評価］チェックボックス
が自動的にオフになります。

注 : ZENworks 11 ライセンスキーを指定せず、［評価］チェックボックス
を選択した場合は、ZENworks 11 アップグレードを続行できません。

ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態は、自動的に
ZENworks 11 に移行されます。ZENworks 11 アップグレードを使用してライセ
ンス状態を変更することはできません。

ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態は、「評価」ま
たは「アクティブ」です。 ZENworks 11 Patch Management のライセンス
状態は、自動的に「評価」または「アクティブ」として保持されます。
ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態が「アクティブ」
の場合、他の ZENworks 11 製品の「アクティブ」状態や「評価」状態を
有効化しないように選択できます。ZENworks 11 Patch Management は、
ZENworks Configuration Management がアクティブ化されていない場合
でも、アクティブ化されます。

インストール情報 説明
orks 11 アップグレードガイド
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ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態は、「非アクティブ
化」です。 ZENworks 11 Patch Management のライセンス状態が「非アクティ
ブ化」であり、製品が有効にならない場合は、 次の手順で ZENworks 11 Patch 
Management を有効にしてください。

1. 次の ZENworks 11 製品のいずれかの評価バージョンまたはアクティブ
バージョンを有効にします。 

ZENworks 11 Configuration Management

ZENworks 11 Asset Management

ZENworks 11 Endpoint Security Management

2. 後で、ZENworks コントロールセンターを介して、ZENworks 11 Patch 
Management を「評価」状態または「アクティブ」状態のいずれかに有
効化します。 

製品をアクティブ化する方法の詳細については、『ZENworks 11 システム
管理リファレンス』の「ZENworks 11 製品ライセンス」を参照してくだ
さい。

ZENworks 11 Endpoint Security Management の有効化 

次のいずれかの操作を行います。

「評価」状態を有効にするには、その［評価］チェックボックスを選択します。

ZENworks 11 Endpoint Security Management が、60 日間のトライアルライセ
ンスでインストールされます。 

「アクティブ」状態を有効にするには、ZENworks 11 アップグレードの購入時
に取得したライセンスキーを指定します。 

ライセンスキーを指定すると、［評価］チェックボックスが自動的にオフにな
ります。

アップグレード
前の概要

概要には次のフィールドが表示されます。

ZENworks ホームディレクトリ : アップグレードする ZENworks ソフトウェアがイ
ンストールされているプライマリサーバ上の場所が表示されます。

ゾーン名 : このサーバが属する管理ゾーンの名前が表示されます。

データベースのアップグレード : ZENworks データベースをアップグレードするか
どうかを指定します。ステータスがプログラムによって自動的に確認され、アップ
グレードが必要かどうかチェックされます。

情報を変更するには、［前］をクリックします。

アップグレード
プロセス

ハードウェアの能力によっては、アップグレードプロセスには数十分かかります。

アップグレード中に、［キャンセル］をクリックしてアップグレードを停止できま
す。この場合、その時点までにアップグレードされた変更はファイル内にそのまま
残ります。キャンセル後の操作の詳細については、Novell サポート (http://
www.novell.com/support/) にお問い合わせください。

アップグレード
エラー

アップグレード中にエラーが発生した場合は、このページが表示されます。詳細に
ついては、Windows の場合は \novell\zenworks\logs、Linux の場合は /Novell/
ZENworks/logs にあるログファイルを参照してください。エラーを解決して、アッ
プグレードを再開する必要があります。

インストール情報 説明
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 29
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2.4.2  コマンドラインを使用した Linux サーバのアップグレード

ZENworks Configuration Management 10.3.x から ZENworks 11 にアップグレードしたいプラ
イマリサーバで、次の手順を実行します。

1 22 ページのセクション 2.3「前提条件」で説明されているアップグレードの前提条件
を満たしていることを確認します。

2 ZENworks 11 アップグレードプログラムを起動して Linux ターミナルを開き、アップ
グレードメディアのルートを参照して、次のコマンドを入力します。

setup.sh --console --upgrade

または

setup.sh -e -g

3 イントロダクションを確認してから、<Enter> を押して続行します。

ヒント : 「back」と入力し、<Enter> を押すと、前のインストールオプションに戻って
変更を行うことができます。

4 使用許諾契約に同意する場合は、「1」と入力して <Enter> を押します。

デフォルト言語は英語です。使用する言語に対応する番号を選択して続行します。

同意しない場合、アップグレードは終了します。

5［ゾーンの管理ユーザの名前を入力します。］行で、<Enter> を押してデフォルト
(Administrator) をそのまま使用するか、または管理者名を指定して <Enter> を押しま
す。

6 管理者のパスワードを指定して <Enter> を押します。

アップグレード
後アクション

アップグレードプログラムを終了する前に、 ZENworks システムステータスユーティ
リティを実行して、ZENworks サービスのハートビートチェックを起動するように
選択できます。結果はインストールログに転記されます。 

サーバの再起動
(Windows の場合
のみ )

Windows プライマリサーバでアップグレードが成功したら、すぐに再起動するか、
後で再起動するか選択できます。

はい、システムを再起動します : このオプションを選択すると、サーバが再起
動されアップグレード処理が完了します。

いいえ、システムを後で手動で再起動します : このオプションを選択すると、
サーバの次回再起動時にアップグレード処理が完了します。

重要 : アップグレード処理を完了するには、結局はサーバを再起動する必要が
あります。 

アップグレード
の完了

次のアクションを含め、前に選択したアクションが実行されます。

ZENworksデータベースをアップグレードする (最初のプライマリサーバのアッ
プグレード時に実行 ).

プライマリサーバにインストールされている ZENworks コンポーネントすべて
のアップグレード .

ゾーンへのシステム更新のインポート ( ゾーン内の管理対象デバイスのアップ
グレードが可能になる )

インストール情報 説明
orks 11 アップグレードガイド
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7 ZENworks データベーススキーマが正しいことを、ZENworks 診断センターを使用し
て検証したと確認します。

確認しないと、アップグレードを続行できません。

8 ( 最初のプライマリサーバをアップグレードする場合のみ ) アップグレード用に取得
したライセンスキーを指定して、ライセンスキーごとに <Enter> を押します。

ライセンスキーを指定しない場合は、単に <Enter> を押して続行します。

9 ZENworks でこのサーバ上のサービスを自動的に停止するには、<Enter> を押します。
それ以外は、「2」を入力して <Enter> を押します。

アップグレードの準備をする際、管理ゾーン内にあるすべてのプライマリサーバの
サービスを前もって停止しておく必要があります。アップグレードプログラムを開始
する前にこれらのサービスを手動で停止した場合でも、1 を選択すれば、すべての
サービスを確実に停止できます。

アップグレード中は、データベースサービスを除く ZENworks サービスは一切実行で
きません。

10 アップグレード前の概要を確認し、<Enter> を押して続行します。

管理ゾーン内にある他のプライマリサーバをアップグレードする場合は、このステッ
プで <Enter> を押すとアップグレードが開始します。

11［インストールが完了しました］と表示されたら、<Enter> を押して続行します。

エラーの発生が示されたら、インストールログ (Linux では /Novell/ZENworks/logs) を参
照してください。

12 次のどれかを実行して、ZENworks 11 が実行されていることを確認します。

特定のサービスコマンドを使用した Linux サービスのチェック サーバで次のコ
マンドを実行します。

/etc/init.d/novell-zenserver status

/etc/init.d/novell-zenloader status

サービスが実行されていない場合は、次のコマンドを実行して ZENworks サービ
スを開始します。

/etc/init.d/novell-zenserver start

/etc/init.d/novell-zenloader start

設定コマンドを使用して Linux サービスをチェックする サーバで次のコマンド
を実行します。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c SystemStatus

これによりすべての ZENworks サービスおよびその状態が一覧表示されます。

サービスを実行するには、次のコマンドを実行してください。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c Start

ZENworks コントロールセンターの実行 ネットワーク内の任意のデバイスの
Web ブラウザで、次の URL を使用して ZENworks コントロールセンターを開き
ます。

https://DNS_name_or_IP_address_of_Primary_Server/zenworks

これは、ZENworks をインストールした直後のサーバか、管理対象ワークステー
ションから実行できます。

13 他のプライマリサーバをアップグレードするには、ステップ 2 から繰り返します。
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 31
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2.5  ZENworks Reporting Server のアップグレー
ド
ZENworks Reporting Server が ZENworks 10 Configuration Management(10.3) プライマリサー
バにインストールされている場合は、サーバを ZENworks 11 にアップグレードすると
ZENworks Reporting Server が機能しなくなります。

ZENworks Reporting Server の新しいインスタンスを、同じプライマリサーバか、別のサー
バにインストールする必要があります。

32 ページのセクション 2.5.1「同じプライマリサーバへの ZENworks Reporting Server の
インストール」

33 ページのセクション 2.5.2「別のサーバへの ZENworks Reporting Server のインストー
ル」

2.5.1  同じプライマリサーバへの ZENworks Reporting Server の
インストール

1 25 ページのセクション 2.4「プライマリサーバのアップグレード」の説明どおりにプ
ライマリサーバをアップグレードしたことを確認します。

2 ZENworks Reporting Server の既存インスタンスをアンインストールします。 
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Reporting Server をアンインストールする
手順は、ZENworks 11 Reporting Server に使用する手順と同じです。ZENworks 
Reporting Server をアンインストールする方法の詳細については、『ZENworks 11 
Reporting Server インストールガイド』の「ZENworks Reporting Server のアンインス
トール」を参照してください。

注 : ZENworks 10 Reporting Server SP3 のアンインストール中、アンインストールウィ
ザードは、［ZENworks 11 Reporting Server のアンインストール］として不正確に表示
されます。ウィザードを続行して、ZENworks 10 Reporting Server SP3 をアンインス
トールできます。

3 ZENworks Reporting Server をインストールします。

ZENworks Reporting Server のインストール方法については、『ZENworks 11 Reporting 
Server インストールガイド』を参照してください。

4 次のコマンドを実行して、22 ページのセクション 2.3.1「管理ゾーンで最初のアップ
グレードを実行するための前提条件」の説明に従ってバックアップしたレポートとレ
ポートデータを復元します。

zman report-load ( ソースフォルダ )

ソースフォルダは、すべてのレポートとレポーティング権限のアップロード元にする
フォルダの場所です。

詳細については、『ZENworks 11 コマンドラインユーティリティリファレンス』の
「レポートコマンド」を参照してください。
orks 11 アップグレードガイド
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2.5.2  別のサーバへの ZENworks Reporting Server のインストー

ル

1 25 ページのセクション 2.4「プライマリサーバのアップグレード」の説明どおりにプ
ライマリサーバをアップグレードしたことを確認します。

2 ZENworks Reporting Server をインストールします。

ZENworks Reporting Server のインストール方法については、『ZENworks 11 Reporting 
Server インストールガイド』を参照してください。

3 次のコマンドを実行して、22 ページのセクション 2.3.1「管理ゾーンで最初のアップ
グレードを実行するための前提条件」の説明に従ってバックアップしたレポートとレ
ポートデータを復元します。

zman report-load ( ソースフォルダ )

ソースフォルダは、すべてのレポートとレポーティング権限のアップロード元にする
フォルダの場所です。

詳細については、『ZENworks 11 コマンドラインユーティリティリファレンス』の
「レポートコマンド」を参照してください。

注 : ゾーン内にある ZENworks 10 Reporting Server SP3 の前のインスタンスは、いつでもア
ンインストールできます。ただし、このインスタンスをインストールしたままにしても、
現在インストールされている ZENworks 11 Reporting Server の機能に影響はありません。

2.6  既知の問題
Windows プライマリサーバのアップグレード時には、次の問題に遭遇することがありま
すが、これらは無視できます。 

Windows Explorer が、数回、自動的に再起動する。 
次のメッセージを表示したコマンドプロンプトウィンドウが自動的に開く。

For each prompt presented, press ‘enter’ to accept the <default> value, 
type ‘back’ to return to the previous action, or type ‘quit’ to exit.

2.7  トラブルシューティング
次の各セクションでは、ZENworks 11 へのアップグレード時に発生する可能性がある問題
の解決方法を示します。

33 ページの 「ZENworks 診断センターがデータベーススキーマのエラーを報告する」

35 ページの 「ZENworks 診断センターがデータベーステーブル構造内の不一致エラー
を報告する」

ZENworks 診断センターがデータベーススキーマのエラーを報告する

原因: ZENworks 11、アップグレード
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 33
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説明: ZENworks 10 Configuration Management SP3 を新規にインストールし、
ZENworks 10 Configuration Management SP3 のインストール前にデータ
ベーススキーマを作成したプライマリサーバをアップグレードする場
合、ZENworks 診断センターのデータベーススキーマベリファイアを
実行すると、次のエラーが表示されます。

Mismatch in table 'zInstallationPackage' structure. 
Object type: [Column] , Object name: [Platform] 
Expected: [Name: Platform, Size: 255, Type: VARCHAR, 
Nullable: true] 
Found: [Name: Platform, Size: 32, Type: VARCHAR, Nullable: 
true]

この問題を解決しなくても、ZENworks 11 へのアップグレードを選択
できますが、ZENworks 11 イメージング操作は失敗します。

考えられる原因: ZENworks 診断センターのデータベーススキーマに含まれている SQL
セットは、ZENworks 10 Configuration Management SP3 のインストール
時に作成されるデータベーススキーマに含まれている SQL セットとは
異なります。

アクション: ZENworks 11 にアップグレードする前に、ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 プライマリサーバのいずれかから、次の手順を実行し
てください。

1 適切なユーティリティを使用して、ZENworks データベースに接
続します。

たとえば、DBISQL ユーティリティを使用して、外部 Sybase デー
タベースに接続します。

1a 外部 Sybase データベースがインストールされたデバイスのコ
マンドプロンプトで、 %ZENWORKS_HOME%\share\ASA\win32
ディレクトリ (Windows 上 ) または /opt/novell/zenworks/share/
sybase/bin32s ディレクトリ (Linux 上 ) に移動します。

1b dbisql を入力します。

1c［Identification( 識別 )］タブで、データベース資格情報を指定
します。

1d［データベース］タブで、現在実行されているデータベース
サービスの名前を指定します。

1e［OK］をクリックします。

2 適切なクエリを実行します。

Sybase の場合 :
alter table zInstallationPackage modify Platform 
nvarchar(255);

Oracle の場合 :
alter table zInstallationPackage modify Platform 
varchar2(255 char);

MS SQL の場合 :
alter table zInstallationPackage alter column 
Platform nvarchar(255);
orks 11 アップグレードガイド
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3 プライマリサーバのコンソールプロンプトから、次のコマンドを
実行します。

novell-zenworks-configure -c ZoneConfigUpdateConfigureAction

ZENworks 診断センターがデータベーステーブル構造内の不一致エラーを報告する

原因: ZENworks 11、アップグレード

説明: ZENworks 10 Configuration Management SP3 プライマリサーバが、
ZENworks 10 Configuration Management SP2 より前にセットアップされ
た MS SQL Server データベースに対して設定されたゾーンに存在する
場合は、サーバを ZENworks 11 にアップグレードする前に ZENworks
診断センターのデータベーススキーマベリファイアを実行すると、次
のエラーが発生します。

Mismatch in table 'zPolicyDef' structure. 
Object type: [Column] , Object name: [ComponentName 
Expected: [Name: ComponentName, Size: 64, Type: VARCHAR, 
Nullable: true]
Found: [Name: ComponentName, Size: 64, Type: VARCHAR, 
Nullable: false]

考えられる原因: ZENworks 10 Configuration Management SP2 より前にセットアップされ
たゾーンのデータベーススキーマに含まれる SQL セットが、
ZENworks 診断センターのデータベーススキーマに含まれる SQL セッ
トと異なります。

アクション: ZENworks 11 にアップグレードする前に、ZENworks 10 Configuration 
Management SP2 より前にセットアップされた MS SQL Server データ
ベースに対して設定されたゾーン内の ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 プライマリサーバのどれかから、次の手順を実行しま
す。

1 Microsoft SQL Server Management Studio ユーティリティなどの適切
なユーティリティを使用して、ZENworks データベースに接続し
ます。

2 次のクエリを実行します。

alter table zPolicyDef alter column ComponentName 
nvarchar(64) null;
ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード 35
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3ZENworks 11 へのサテライトと管理

対象デバイスのアップグレード

管理対象デバイスとサテライトに次のバージョンのいずれかがインストールされている場
合は、ZENworks 11 にアップグレードできます。

ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2)
Update for ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2.1)
Update for ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2.2)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3)
Update for ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.1)

ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x がインストールされた Windows 2000 管理
対象デバイスは、Windows 2000 が ZENworks 11 の管理対象デバイス用にサポートされて
いるプラットフォームでないので、アップグレードできません。ただし、ZENworks 
Configuration Management 10.2.x/10.3.x がインストールされた Windows 2000 管理対象デバ
イスは、ZENworks 11 プライマリサーバと通信することはできます。

ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x がインストールされた管理対象デバイス
をテストデバイスとしてマークすることはできません。そのようなデバイスをテストデバ
イスとしてマークするには、デバイスを ZENworks 11 にアップグレードする必要があり
ます。テストデバイスの詳細については、10 ページのセクション 1.3「バンドルとポリ
シーの変更管理」を参照してください。

管理対象デバイスとサテライトを ZENworks 11 にアップグレードするには、次の各セク
ションを参照してください。

37 ページのセクション 3.1「サテライトまたは管理対象デバイスをアップグレードす
るための前提条件」

38 ページのセクション 3.2「サテライトと管理対象デバイスのアップグレード」

38 ページのセクション 3.3「既知の制限事項」

3.1  サテライトまたは管理対象デバイスをアップグ
レードするための前提条件
サテライトまたは管理対象デバイスを ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x か
ら ZENworks 11 にアップグレードする前に、次のタスクを完了する必要があります。

デバイスが ZENworks 11 の最小システム要件を満たすことを確認します。

詳細については、『ZENworks 11 インストールガイド』の「管理対象デバイス要件」
を参照してください。

Microsoft .NET 3.5 SP1 以上のフレームワークとその最新の更新がデバイスにインス
トールされ、実行していることを確認します。

Windows Installer 4.5 以上がデバイスにインストールされ、実行していることを確認し
ます。
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ZENworks Endpoint Security Management のクライアントがデバイスにインストールさ
れていないことを確認します。デバイスにクライアントがインストールされている場
合は、デバイスを ZENworks 11 にアップグレードする前に、クライアントをアンイ
ンストールする必要があります。

ゾーン内のすべてのプライマリサーバが ZENworks 11 にアップグレードされたことを
確認します。

サテライトと管理対象デバイスを ZENworks 11 にアップグレードするシステム更新展
開計画に、ZENworks Configuration Management 10.3.x プライマリサーバが含まれてい
ないことを確認します。システム更新を ZENworks Configuration Management 10.3.x プ
ライマリサーバに展開すると、システム更新が失敗し、サテライトまたは管理対象デ
バイスに対して、更新処理が続行しません。

ステージごとにシステム更新を展開するように選択する場合は、作成するステージに
少なくとも 1 つのステージメンバー ( 個々のデバイスとデバイスを含むグループ ) が
含まれるようにします。

自分のゾーンから登録解除され、ZENworks 11 ゾーンに登録された 10.3.0 Vista エー
ジェントデバイスが存在する場合、その Vista エージェントは、ZENworks 11 への
アップグレード後、ZENworks 11 Configuration Management サーバと連絡できなくな
ります。この問題を回避するには、次のいずれかを行います。

オプション 1: 10.3.0 Vista エージェントを 10.3.1 または 10.3.2 に更新してから、
ZENworks 11 に更新するようにします。

オプション 2: ZEN 11 へのアップグレードが完了したら、zac reg コマンドを使用
して、Vista エージェントを ZEN 11 ゾーンに手動で登録します。

3.2  サテライトと管理対象デバイスのアップグレー
ド
サテライトまたは管理対象デバイスをアップグレードするには、システム更新機能を使用
します。詳細については、『ZENworks 11 システム管理リファレンス』の「ZENworks シス
テム更新」を参照してください。

管理対象デバイスに ZENworks 11 更新を展開する際に問題が発生したら、次のログファ
イルを参照してください。

Windows:  installation_path\novell\zenworks\logs\system-update\5011000000d18c113224186fa9b4e05c\system-
update.log

Linux: /var/opt/novell/log/zenworks/system-update/5011000000d18c113224186fa9b4e05c/system-update.log

アップグレードログファイルのパス内の 5011000000d18c113224186fa9b4e05c は、システ
ム更新の GUID を示しています。

3.3  既知の制限事項
ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.xからZENworks 11への管理対象デバイ
スのアップグレード時には、アップグレードが成功の場合でも、エラーメッセージま
たは警告が ZENworks コントロールセンターに不正確にログされることがあります。

アクション : エラーメッセージを無視し、管理対象デバイスをリフレッシュします。
orks 11 アップグレードガイド
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4ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 Appliance から

ZENworks Virtual Appliance 11 へ

のアップグレード

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 へ
のアップグレードには、直接的な方法はありません。ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 にアップグレードするには、
まず、ZENworks Virtual Appliance 11 を展開する必要があります。この展開は、ZENworks 
10 Configuration Management SP3 Appliance をホストしている同じ ESX サーバで実行しま
す。初めて ZENworks Virtual Appliance 11 をブートすると、環境設定ウィザードが起動さ
れます。そのウィザードで、ZENworks Virtual Appliance 11 の必要なネットワーク識別情
報 (IP アドレスと DNS 名 ) を指定する必要があります。ZENworks Virtual Appliance 11 の
IP アドレスまたは DNS 名は、アップグレードのために一時的に使用されますが、その後
は不要になります。

ZENworks Virtual Appliance 11 のマイグレーションウィザードは、ZENworks 10 
Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 へのアップグ
レードと、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual 
Appliance 11 へのデータと設定のマイグレーションを同時に実行します。マイグレーショ
ンの完了までの時間は、ネットワークの速度、帯域幅、および移行するデータ量によって
左右されます。

重要 : ZENworks Virtual Appliance 11 は、ZENworks 10 Configuration Management SP3 
Appliance のネットワーク識別情報を取得します。ZENworks 10 Configuration Management 
SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 へのアップグレード後、ZENworks 10 
Configuration Management SP3 Appliance は電源オフになるので、このアプライアンスを管
理ゾーンで使用しないようにしてください。

次の各セクションでは、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から
ZENworks Virtual Appliance 11 にアップグレードする方法について説明します。

39 ページのセクション 4.1「アップグレード前のタスク」

41 ページのセクション 4.2「ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から
ZENworks Virtual Appliance 11 へのアップグレード」

43 ページのセクション 4.3「アップグレード後のタスク」

4.1  アップグレード前のタスク
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 へ
のアップグレードを開始する前に、次のタスクを実行します。

21 ページの 「ZENworks 11 へのプライマリサーバのアップグレード」のタスクを必
ず実行しておくようにします。
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40 ZENw

novdocx (ja)  16 A
pril 2010
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance とそのデータベースのスナップ
ショットを撮ります。 
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から、パーソナルデータ、環境
設定、および自動化スクリプトをバックアップします。

ZENworks プライマリサーバのバックアップを取ります。エラーが発生した場合、
ZENworks プライマリサーバを復元できます。

バックアップの取り方の詳細については、『ZENworks 11 システム管理リファレンス』
の「ZENworks サーバおよび認証局のバックアップと復元」を参照してください。

( 条件付き )ZENworks Reporting Server がインストールされている場合は、zman レ
ポートコマンドを使用して、レポートの信頼性の高いバックアップを取ります。

zman レポートコマンドの詳細については、サーバ上で zman マニュアルページを表
示するか (man zman)、『ZENworks 11 コマンドラインユーティリティリファレンス』の

「zman(1)」を参照してください。

ZENworks 診断センターを使用して、ZENworks データベーススキーマを検証します。

1. zdc_zen11_rc1_prerequisite.zip ファイルを Novell ダウンロード Web サイト (http://
download.novell.com/Download?buildid=EwGiwfTOVjw) から一時的にデバイス上の
適当な場所にダウンロードします。

2. ダウンロードしたファイルを ZENworks 10 Configuration Management SP3 
Appliance にコピーします。

3. ZIP ファイルの内容を一時的に適当な場所に抽出します。

4. コンソールから、抽出した ZENworks 診断センターのファイルを含むディレクト
リに移動します。

5. 次のコマンドを実行します。

/bin/sh zdc_zen11

ZENworks11_Appliance-x86_64.ovaまたはマルチパートのZENworks Appliance ZIPファイルをダ
ウンロードします。次のいずれかの操作を行います。

ZENworks11_Appliance-x86_64.ova ファイルをダウンロードします。

マルチパートの ZENworks Appliance ZIP ファイルをダウンロードします。 
1. 次のファイルをデバイス上の一時的に適当なディレクトリにダウンロードし

ます。

 ZENworks11_Appliance-x86_64.zip.001
 ZENworks11_Appliance-x86_64.zip.002
 ZENworks11_Appliance-x86_64.zip.003
 ZENworks11_Appliance-x86_64.zip.004

2. 7-zip または WinZip 9.x の使用によって、ZENworks11_Appliance-x86_64.zip.001 を
抽出します。 
これによって、すべてのマルチパート ZENworks Appliance ZIP ファイルが自
動的にマージされ、ZENworks11_Appliance-x86_64.ova ファイルが作成されます。

3. ZENworks Appliance OVA ファイルをインポートし、仮想インフラストラク
チャに展開します。 

( 推奨 ) ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance と同じ ESX サーバに
ZENworks Virtual Appliance 11 を展開します。
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4.2  ZENworks 10 Configuration Management 
SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 
11 へのアップグレード

ZENworks Appliance イメージは、ZENworks 11 の 3 つのエディション (Standard、
Advanced、Enterprise) すべてにバンドルされています。

1 ZENworks 11 ダウンロード Web サイト (http://download.novell.com/index.jsp) から OVA
ファイルをダウンロードするか、マルチパート ZENworks Appliance ZIP ファイルをダ
ウンロードして OVA ファイルを作成します。

詳細については、ZENworks 11 のダウンロードとインストールのページ (http://
www.novell.com/documentation/zenworks11/) を参照してください。

2 ZENworks Appliance のイメージをインポートすることによって、事前インストールさ
れた ZENworks Appliance を持つ仮想コンピュータを作成します。

ZENworks Appliance イメージは、オープン仮想アーカイブ形式
(ZENworks_Appliance.x86_64-11.ova) で保存されており、VMware vSphere Client アプリケー
ションを使用して、VMware インフラストラクチャにインポートできます。 
2a VMware ｖSphere Client アプリケーションを起動します。

2b［ファイル］>［OVF テンプレートの展開］の順にクリックして、［Deploy OVF 
Template(OVF テンプレートの展開 )］ウィザードを起動します。 

2c［ソース］ページで、次のオプションの１つを選択して、［次］をクリックしま
す。 

［ファイルから選択］をクリックし、ZENworks Appliance イメージを含む .ova
ファイルを参照して選択します。 

［URL から展開］をクリックして、Web サーバから .ova ファイルをダウンロー
ドします。 

2d［次へ］をクリックします。

2e プロンプトに従って、.ova ファイルの展開を完了します。

2f 展開が完了したら、［完了］をクリックします。

3 ( オプション ) ステップ 2 で作成した仮想コンピュータのスナップショットを取りま
す。

4 ZENworks Appliance イメージのインポート先にした仮想コンピュータの電源をオンに
します。 

［環境設定］ウィザードが自動的に起動します。 
5［環境設定］ウィザードの［使用言語］ページで、以後、ウィザードで使用したい言

語を選択し、［次］をクリックします。

6［使用許諾書］ページで、［エンドユーザ使用許諾契約］を受諾して、［次］をクリッ
クします。 

7［キーボード］ページで、キーボードレイアウトを設定して、［次］をクリックしま
す。 

8［タイムゾーン］ページで、システムで使用するタイムゾーンと時計の設定を行い、
［次］をクリックします。 
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アップグレード時に、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance の設定で、
タイムゾーン情報が上書きされます。

9［ルートパスワード］ページで、ルートパスワードを指定します。

10［ネットワーク］ページで、［ネットワークインタフェース］>［イーサネットネット
ワークカード］>［編集］の順にクリックして、次の ZENworks Appliance のネット
ワーク情報を設定します。

ホスト名とサーバ名

サーバには、静的な IP アドレスまたは永久にリースされる DHCP アドレスを持
つ必要があります。 
マシンの IP アドレス ( スタティック IP アドレス用 )
サブネットマスク ( スタティック IP アドレス用 )
デフォルトゲートウェイ ( スタティック IP アドレス用 )

アップグレード先のアプライアンスサーバの IP アドレスまたは DNS 名は、旧アプラ
イアンスサーバのものとは異なる必要があります。ZENworks Virtual Appliance 11
サーバの IP アドレスと DNS 名が、アップグレード用に一時的に使用されます。

11［完了］をクリックします。 
［ZENworks 11］ウィザードが表示されます。このウィザードの起動には、数秒かか
ることがあります。 

12 ZENworks 11 ウィザードで、［既存アプライアンスの移行］オプションを選択して、
［次］をクリックします。

13［IP/DNS］フィールドで、リモートアプライアンスサーバの IP アドレスまたは DNS
名を指定します。

14［次へ］をクリックします。

15［ルートパスワード］ダイアログボックスで、ルートパスワードを指定し、［OK］を
クリックします。

16［次へ］をクリックします。

ゾーン管理者の資格情報を入力するように促されます。使用できる資格情報を使用し
て、管理ゾーンの認証を受けます。

17 ゾーン内の最初のプライマリサーバをアップグレードする場合は、ステップ 17a に進
み、そうでない場合はステップ 18 までスキップします。

17a［製品のライセンス登録］ページで、製品のライセンスキーを指定して［次］を
クリックします。

17b［ZENworks 診断センター］ページで、［はい、ZDC を使用してデータベースス
キーマを検証しました］チェックボックスを選択して［次］をクリックします。

17c［警告］ページで、［次］をクリックします。

18［アップグレード前の概要］ページで、［インストール］をクリックします。

アップグレードインストーラが、インストールメディアを ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 にコピーします。アッ
プグレードの完了後、環境設定ファイル、コンテンツ、データベース ( データベース
が組み込み Sybase の場合 )、およびネットワーク設定 ( ホスト名、IP アドレス、タイ
ムゾーン情報、レポートなど ) が ZENworks Virtual Appliance 11 にコピーされます。
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance のネットワーク設定が無効にな
り、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance を搭載したデバイスの電源
がオフになります。
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アップグレード処理を完了するには、最終的に ZENworks Virtual Appliance 11 を再起
動する必要があります。

19 ( 条件付き ) ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance が ZENworks 
Reporting Server を使用するように設定した場合は、ZENworks Virtual Appliance 11 に
最初にログインする時に ZENworks Reporting Serve のウィザードが自動的に起動され
ます。ZENworks Reporting Server の設定が終了すると、レポートは ZENworks 11 
Reporting Server にインポートされます。

ZENworks Reporting Server の設定方法の詳細については、『 ZENworks Virtual Appliance 
11 展開および管理リファレンス』の「事前インストールした ZENworks Reporting 
Server の設定」を参照してください。

20 ( 条件付き ) ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance が Oracle データベー
スを使用するように設定した場合は、ZENworks Reporting Server ウィザードをキャン
セルして、ZENworks Virtual Appliance 11 に Oracle Client をインストールします。 
Oracle Client のインストール後は、次のコマンドを使用して、ログアウト、ログイ
ン、ZENworks Reporting Server ウィザードの手動起動を行います。

/var/adm/zenworks/launchZRS.sh

ZENworks Reporting Server ウィザードを手動で起動し、ZENworks Reporting Server を
設定する方法の詳細については、『ZENworks 11 Reporting Server インストールガイド』
の「ZENworks Reporting Server ウィザードの手動起動」を参照してください。

4.3  アップグレード後のタスク
ZENworks Virtual Appliance 11 にアップグレードした ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 Appliance が動的 IP アドレスを使用するように設定されている場合は、
新サーバの DHCP 設定を手動で更新してから、このサーバの使用を開始する必要があり
ます。 
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44 ZENw

novdocx (ja)  16 A
pril 2010
orks 11 アップグレードガイド



5
novdocx (ja)  16 A

pril 2010
5ZENworks Configuration 
Management 10.2.x/10.3.x 管理対

象デバイスの管理上の考慮事項

ZENworks 11 では、ZENworks 11 プライマリサーバから、ZENworks Configuration 
Management 10.2.x/10.3.x 管理対象デバイスを管理できます。次の各セクションを参照し
て、ZENworks 11 プライマリサーバから、ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x
管理対象デバイスを管理する上での考慮事項を理解してください。

45 ページのセクション 5.1「ZENworks Configuration Management 10.3.x 管理対象デバイ
スを管理するための ZENworks 11 サーバの準備」

46ページのセクション 5.2「ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.xデバイス用最近接サー
バルールの作成と管理」

57 ページのセクション 5.3「既知の制限事項」

5.1  ZENworks Configuration Management 10.3.x
管理対象デバイスを管理するための ZENworks 11
サーバの準備
ZENworks 11 サーバは、ZENworks Configuration Management 10.3.x 管理対象デバイスと互
換性がありますが、10.3.x ゾーンまたは混合ゾーン (10.3.x 管理対象デバイスと 11.0 の管
理対象デバイスを含む ) に新規インストールされた ZENworks 11 サーバは、次の手順を経
ないと、通信相手の 10.3.x 管理対象デバイスに対するコンポーネント管理機能を提供でき
ません。

次のファイルを、ゾーン内の 10.3.x サーバまたはシステム更新された 11.0 サーバからコ
ピーし、新たにインストールされた ZENworks 11 サーバの該当する場所で置換します。 

Linux の場合 : 

/opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi

/opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi.superceded

Windows の場合 : 

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\novell-*.msi

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\novell-*.msi.superceded

新規インストールされた ZENworks 11 サーバ上のファイルのコピー先 :

Linux の場合 : 

/opt/novell/zenworks/install/downloads/

/opt/novell/zenworks/install/downloads/
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Windows の場合 : 

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\

注 : Linux では、コピーされたすべてのファイルに必ず zenworks:zenworks 所有権があるよう
にします。これらのファイルの適切な所有権を設定するには、次のコマンドを使用しま
す。

chown zenworks:zenworks /opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi

chown zenworks:zenworks /opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi.superceded

5.2  ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイ
ス用最近接サーバルールの作成と管理
ZENworks 管理ゾーンに、1 つ以上のサーバ ( プライマリサーバおよびサテライト ) が含
まれている場合、デバイスがどのサーバに接続されるのかを指定する必要があります。

［最近接サーバルール］パネルでは、デバイスが接続するサーバを決めるルールを作成で
きます。最近接サーバルールでは、サテライトとして設定されているデバイスは、サーバ
と見なされます。

デバイスがサーバに接続する理由として、次の基本的な機能があります。

コレクション : インベントリおよびメッセージログの情報は各デバイスから収集さ
れ、ZENworks コントロールセンターで表示したり、レポートに出力することができ
ます。各 ZENworks プライマリサーバおよび任意のサテライトはコレクションサーバ
として動作できます。

コンテンツ : 管理対象デバイスにコンテンツが提供されます。各 ZENworks プライマ
リサーバおよび任意のサテライトはコンテンツサーバとして動作できます。

設定 : 環境設定および登録情報はデバイスに適用されます。ZENworks プライマリ
サーバのみが設定サーバとして機能できます。

認証 : 管理対象デバイスは、ZENworks サーバにコンタクトして、管理ゾーンに対し
て認証します。各 ZENworks プライマリサーバおよび任意のサテライトは認証サーバ
として動作できます。

デバイスは、すべての機能に対して 1 つのサーバにコンタクトするか、各機能に対して
別々のサーバにコンタクトすることができます。各デバイスには、適用される最密サーバ
ルールが 1 つのみ存在します。デバイスの有効なルールは次のようにして決定されます。

1. デバイスの設定 : デバイスに設定されたすべてのルールを評価します。デバイスが
ルールの基準を満たす場合、そのルールがデバイスの有効なルールになります。

2. フォルダ設定 : 適用されるデバイスルールがない場合は、デバイスの親フォルダに設
定されているすべてのルールが評価されます。デバイスがルールの基準を満たす場
合、そのルールがデバイスの有効なルールになります。満たさない場合は、1 つ上の
階層のフォルダに設定されているルールを評価します。
orks 11 アップグレードガイド



novdocx (ja)  16 A
pril 2010
3. 管理ゾーン : 適用されるフォルダルールがない場合、管理ゾーンで設定されているす
べてのルールを評価します。デバイスがルールの基準を満たす場合、そのルールがデ
バイスの有効なルールになります。基準を満たさない場合は、デバイスにデフォルト
ルールを適用します。

4. デフォルトルール :  デバイス、フォルダ、または管理ゾーンのルールが適用されな
い場合は、デフォルトルールがデバイスに適用されます。このルールは、デバイスに
コンタクトさせたい順番にコンテンツサーバを並べただけのリストです。

最近接サーバルールは、ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x デバイスおよび
ZENworks 11 デバイスに適用できます。最近接サーバデフォルトルールをデバイスの最近
接サーバの決定に使用したくない場合は、カスタマイズした最近接サーバルールを作成で
きます。ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイスの最近接サーバルールは、3 つのレ
ベル ( 管理ゾーン、デバイスフォルダ、デバイス ) で作成できます。管理ゾーンを
ZENworks 11 に対するベースラインにすると、これらの設定は無効になります。
ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x デバイス用にカスタマイズした最近接
サーバルールを作成する場合は、47 ページのセクション 5.2.1「ZENworks Configuration 
10.2.x/10.3.x デバイス用最近接サーバルールの作成」を参照してください。ZENworks 11
デバイスの場合、カスタマイズした最近接サーバは、場所で設定されます。詳細について
は、『ZENworks 11 システム管理リファレンス』を参照してください。

次の節を参照してください。 

47 ページのセクション 5.2.1「ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイス用最近接
サーバルールの作成」

57 ページのセクション 5.2.2「ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイス用最近接
サーバルールのバックアップ」

5.2.1  ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイス用最近接

サーバルールの作成

1 ZENworks コントロールセンターを起動します。

2 次のいずれかの操作を行います。

管理ゾーン向けの最近接サーバルールを作成するには、［設定］タブをクリック
して、［インフラ管理］(［管理ゾーンの設定］パネル )>［最近接サーバルール］
の順にクリックします。

デバイスフォルダ向けの最近接サーバルールを作成するには、フォルダの詳細
ページを開いて、［設定］>［インフラ管理］(［設定］パネル )>［最近接サーバ
ルール］の順にクリックします。

デバイス向けの最近接サーバルールを作成するには、デバイスの詳細ページを開
いて、［設定］>［インフラ管理］(［設定］パネル )>［最近接サーバルール］の
順にクリックします。
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3 ( 条件付き ) デバイスまたはデバイスフォルダ向けに最近接サーバルールを作成する
場合、［設定の上書き］をクリックし、［最近接サーバルール］パネルをアクティブ化
します。

［上書き］オプション ( 描画なし ) は、デバイスおよびデバイスフォルダレベルでの
み表示されます。
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4［追加］をクリックして、［ルール構築］ダイアログボックスを表示します。

5［ルール名］フィールドに、ルールの名前を指定します。

ZENworks コントロールセンターの中の最近接サーバルールのリスト内に名前が表示
されます。このリストにアクセスするには、左パネルにある［環境設定］をクリック
し、［環境設定］タブをクリックし、［管理ゾーンの設定］パネルをクリックして開
き、［インフラ管理］セクションをクリックして開き、最後に［最近接サーバルール］
をクリックします。現在のレベルに対して定義されているすべてのルールがここに表
示されます。

6 この最近接サーバルールに、一覧にしたサーバに最近接サーバのデフォルトルールを
付加しない場合は、［最近接サーバのデフォルトルールを除外］チェックボックスを
オンにします。

最近接サーバルール機能は、まずルール内で指定されているサーバを使用し、管理対
象デバイスがその指定されたサーバを利用できない場合は、引き続き最近接サーバの
デフォルトルール内に一覧にされている他のサーバを使用します。そのため、ルール
内で指定されているサーバからのみコンテンツを取得するには、このチェックボック
スをオンにして他のすべてのサーバを除外します。

7［ルールロジック］フィールドを使用して、ルールの式を作成します。

式は基準オプション、演算子、および値から構成されます。たとえば、次のようにし
ます。

DNS Name Filter equal to *.novell.com
ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x 管理対象デバイスの管理上の考慮事項 49



50 ZENw

novdocx (ja)  16 A
pril 2010
DNS Name Filter は基準オプションで、equal to が演算子で、*.novell.com が値です。上の例
では、最密サーバルールは、DNS 名が .novell.com で終わるデバイスにのみ適用される
ことになります。

必要に応じて、NOT を使用して式の論理否定を実行できます。たとえば、次のよう
にします。

NOT DNS Name Filter equal to *.novell.com

上の例では、最密サーバルールは、DNS 名が .novell.com で終わらないデバイスにのみ
適用されることになります。

ルールには複数の式を使用できます。たとえば、次のようにします。

DNS Name Filter equal to provo.novell.com or IP Address equal to 192.168.67.12/24

次の条件を使用できます。

8 任意のセクションに一覧にされているサーバを設定するには、次のいずれかを行いま
す。

8a ( 条件付き ) 次のタスクを実行して、どのサーバリスト ( コレクション、コンテ
ンツ、設定、および認証 ) のそれぞれのサーバも管理できます。

オプション 説明

DNS Name Filter フィルタ基準を満たす DNS 名に一致します。正確なフィルタを指定するか、ク
エスチョンマーク (?) やアスタリスク (*) をワイルドカードとして使用して、
DNS 名の中の 1 つ以上の文字と照合します。? は、1 文字と一致し、* は 1 文字
以上と一致します。例 :

provo.novell.com:novell.com のトップレベルドメインの provo サブドメインに
含まれるすべてのデバイスに一致します。

*.novell.com:novell.com のトップドメインの中のすべてのデバイス ( サブドメイ
ンの中のデバイスもすべて ) に一致します。

provo?.novell.com:novell.com のトップドメインの provo1 および provo 2 のサ
ブドメインにあるすべてのデバイスに一致します。provo12 のサブドメイン
にあるデバイスには一致しません。

IP Address /n 指定した CIDR (Classless Inter-Domain Routing) ブロックに含まれる IP アドレ
スに一致します。CIDR を使用すると、IP アドレスのドット付きの 10 進数の部
分が、8 ビットずつの 4 つのバイトから構成される 32 ビットの 2 進数に変換さ
れます。スラッシュの後に続く数字 (/n) は、プレフィックスの長さを表わし、
アドレスの左側から数えた共有初期ビットの数です。/n の数は 0 ～ 32 のいず
れかで、8、16、24、および 32 が通常使われる数です。例 :

192.168.67.12/16:192.168 で始まるすべての IP アドレスに一致します。

192.168.67.12/24:192.168.67 で始まるすべての IP アドレスに一致します。
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タスク 手順 追加の詳細

リストにサーバを追
加する 

1. 目的のサーバリスト ( コレクショ
ン、コンテンツ、設定、または認
証 ) で［追加］をクリックします。

2. 1 つまたは複数の ZENworks サー
バまたはサテライトを参照して選
択します。

3.［OK］をクリックし、選択した
サーバをリストに追加します。

デフォルトで、ZENworks サーバ
すべての機能 ( コレクション、コ
ンツ、設定、および認証 ) をサポ
します。したがって、どのサーバ
トでも、すべての ZENworks サー
選択できます。

ただし、サテライトは、特定の役
コレクション、コンテンツ、イメ
ング、および認証 ) 専用に設定で
す。これは次のことを意味します

サテライトを［コレクション
バ］リストに選択した場合、
クションの役割が割り当てら
サテライトだけを選択できま

サテライトを［認証サーバ］
トに選択した場合、認証の役
割り当てられたサテライトだ
選択できます。

サテライトを［コンテンツサ
バ］リストに選択した場合、
テンツまたはイメージングの
が割り当てられたサテライト
を選択できます。

サテライトは設定の役割を実
ません。したがって、［設定
バ］リストには追加できませ

サテライトの役割は、［環境設定］
の［サーバの階層］パネルで設定
ます。

リストを並べ替える 1. 目的のサーバリストで、移動する
サーバ、グループ、または L4 ス
イッチのチェックボックスをオン
にします。

2. 必要に応じて［上へ移動］または
［下へ移動］のいずれかをクリッ
クし、リスト内の順序を変更しま
す。

3. 必要に応じて繰り返してリストを
並べ替えます。

リスト内の順序によって、コンタ
するサーバの順序が決まります。
のリスト項目 ( サーバ、グループ
たは L4 スイッチ ) が最初にコンタ
され、続いてリスト項目の 2 番目
番目とコンタクトされます。

リスト内の項目の順序は別々に並
ことができます。このため、ある
トで他のリストよりも上位に配置
サーバを変えることにより、デバ
による作業負荷を分散できます。

コレクションサーバ : サーバ
グループ 1、サーバ 3、L4 ス
チ 5

コンテンツサーバ : L4 スイッ

設定サーバ : サーバ 3、サー
グループ 1

認証サーバ : サーバ 1、サー
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8b ( 条件付き ) グループを使用して、サーバへの接続をランダム化します。同じ順
序のリストがすべてのデバイスに送られないように、サーバリストはデバイスに
送信されるたびにランダム化されます。

たとえば、サーバリストに次の項目が含まれているとします。

サーバ 1
グループ 1( サーバ 2、サーバ 3、サーバ 4)
サーバ 5

あるデバイスは、サーバ 1、サーバ 3、サーバ 2、サーバ 4、サーバ 5 というリス
トを受け取ります。

別のデバイスは、サーバ 1、サーバ 4、サーバ 3、サーバ 2、サーバ 5 という別の
リストを受け取ります。

どちらの場合でもサーバ 1 が最初にリストされ、サーバ 5 が最後にリストされて
いますが、グループ 1 内のサーバの順序はランダム化されています。

次のタスクを実行して、どのサーバリスト ( コレクション、コンテンツ、設定、
および認証 ) のサーバグループも管理できます。

リストからサーバを
削除する

1. サーバリストで、削除するサーバ
のチェックボックスをオンにしま
す。

2.［削除］をクリックします。

タスク 手順 追加の詳細

サーバグループを作
成する

1. 目的のサーバリストで、グループ
に含めるサーバのチェックボック
スをオンにして、［グループ］>

［選択からグループを作成］の順
にクリックします。 

または

空のグループを作成する場合は、
［グループ］>［空のグループを作
成］の順にクリックします。 

［グループ］>［グループへの追
加］オプションを使用して、後か
ら空のグループにサーバを追加で
きます。

2. グループの名前を指定し、［OK］
をクリックしてグループをリスト
に追加します。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

タスク 手順 追加の詳細
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サーバをグループに
追加する

1. 目的のサーバリストで、グループ
に追加するサーバのチェックボッ
クスをオンにします。

2.［グループ］>［グループに追加］
の順にクリックします。

3. 次のいずれかの操作を行います。

選択したサーバを新しいグ
ループに追加するには、［新
規作成］を選択し、グループ
名を指定して、［OK］をク
リックします。

選択したサーバを既存のグ
ループに追加するには、［既
存を選択］フィールドのリス
トからグループを選択し、
［OK］をクリックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

リストを並べ替える 1. サーバリストで、移動するサー
バ、グループ、または L4 スイッ
チのチェックボックスをオンにし
ます。

2. 必要に応じて［上へ移動］または
［下へ移動］のいずれかをクリッ
クし、リスト内の順序を変更しま
す。

3. 必要に応じて繰り返してリストを
並べ替えます。

リスト内の順序によって、コンタ
するサーバの順序が決まります。
のリスト項目 ( サーバ、グループ
たは L4 スイッチ ) が最初にコンタ
され、続いてリスト項目の 2 番目
番目とコンタクトされます。

リスト内の項目の順序は別々に並
ことができます。このため、ある
トで他のリストよりも上位に配置
サーバを変えることにより、デバ
による作業負荷を分散できます。

コレクションサーバ : サーバ
グループ 1、サーバ 3、L4 ス
チ 5

コンテンツサーバ : L4 スイッ
5、サーバ 2、サーバ 3、サー

設定サーバ : サーバ 3、サー
グループ 1

認証サーバ : グループ 1、L4
イッチ 5、サーバ 1、サーバ

タスク 手順 追加の詳細
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あるリストから別の
リストにグループを
コピーする

1. グループのコピー先のサーバリス
トで、［グループ］>［既存グルー
プのコピー］の順にクリックしま
す。

たとえば、［コレクションサーバ］
リストから［コンテンツサーバ］
リストにグループをコピーするに
は、［コンテンツサーバ］リスト
で［グループ］>［既存グループ
のコピー］の順にクリックしま
す。

2. リストから目的のグループを選択
し、［OK］をクリックしてグルー
プをコピーします。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

グループのサーバがまだ含まれて
いリストにグループをコピーする
リストにないサーバはグループか
除されます。たとえば、グループ
サーバ 1 とサーバ 2 が含まれ、サ
1 を含まないリストにグループ 1
ピーした場合、サーバ 1 はグルー
ら削除されます。 

サーバをグループか
ら削除する

1. サーバリストで、グループを展開
してそのサーバを表示します。

2. グループから削除するサーバの
チェックボックスをオンにしま
す。

3.［グループ］>［グループから削
除］の順にクリックし、［OK］を
クリックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

サーバはサーバリストからは削除
ません。グループから削除される
です。 

グループを削除する 1. サーバリストで、削除するグルー
プのチェックボックスをオンにし
ます。

2.［グループ］>［グループを削除］
の順にクリックし、［OK］をク
リックします。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

グループのサーバは削除されませ
グループだけが削除されます。

タスク 手順 追加の詳細
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8c ( 条件付き )L4 スイッチの背後でクラスタ化した ZENworks サーバまたはサテラ
イトがある場合は、L4 スイッチを定義して、サーバをその定義に追加できます。
これにより、L4 スイッチは、これらのサーバ間でトラフィックを分散し続けら
れます。

タスク 手順 追加の詳細

L4 スイッチ定義を
作成する

1. サーバリストで、L4 スイッチ定義
に含めるサーバのチェックボック
スをオンにし、［L4 スイッチ］>

［選択から L4 スイッチ定義を作
成］の順にクリックします。

または

空の L4 スイッチ定義を作成する
場合は、［L4 スイッチ］>［空を
作成］の順にクリックします。 

［L4 スイッチ］>［L4 スイッチ定
義に追加］オプションを使用し
て、後から空の定義にサーバを追
加できます。

2. L4 スイッチの DNS 名または IP ア
ドレスを指定し、［OK］をクリッ
クして L4 スイッチをリストに追
加します。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

L4 スイッチ定義に
サーバを追加する

1. サーバリストで、L4 スイッチ定義
に追加するサーバのチェックボッ
クスをオンにします。

2.［L4 スイッチ］>［L4 スイッチ定
義に追加］の順にクリックしま
す。

3. 次のいずれかの操作を行います。

選択したサーバを新しい L4
スイッチ定義に追加するに
は、［新規作成］を選択し、
L4 スイッチの DNS 名または
IP アドレスを指定して
［OK］をクリックします。

選択したサーバを既存の L4
スイッチ定義に追加するに
は、［既存の選択］フィール
ドのリストから L4 スイッチ
定義を選択し、［OK］をク
リックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。
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9 終了したら、［OK］をクリックして［最近接サーバルール］リストにルールを追加し
ます。

10 ステップ 2 からステップ 9 を繰返して追加のルールを作成します。

11 必要に応じて、ルールの作成が終了したら次の操作を行います。

［上へ移動］および［下へ移動］ボタンを使用して、［最近接ルール］リストの
ルールの順序を変更します。

リストを並べ替える 1. 目的のサーバリストで、移動する
サーバ、グループ、または L4 ス
イッチのチェックボックスをオン
にします。

2. 必要に応じて［上へ移動］または
［下へ移動］のいずれかをクリッ
クし、リスト内の順序を変更しま
す。

3. 必要に応じて繰り返してリストを
並べ替えます。

リスト内の順序によって、コンタ
するサーバの順序が決まります。
のリスト項目 ( サーバ、グループ
たは L4 スイッチ ) が最初にコンタ
され、続いてリスト項目の 2 番目
番目とコンタクトされます。

リスト内の項目の順序は別々に並
ことができます。このため、ある
トで他のリストよりも上位に配置
サーバを変えることにより、デバ
による作業負荷を分散できます。

コレクションサーバ : サーバ
グループ 1、サーバ 3、L4 ス
チ 5

コンテンツサーバ : L4 スイッ
5、サーバ 2、サーバ 3、サー

設定サーバ : サーバ 3、サー
グループ 1

認証サーバ : グループ 1、L4
イッチ 5、サーバ 1、サーバ

L4 スイッチ定義か
らサーバを削除する

1. サーバリストで、L4 スイッチ定義
を展開してそのサーバを表示しま
す。

2. L4 スイッチ定義から削除するサー
バのチェックボックスをオンにし
ます。

3.［L4 スイッチ］>［L4 スイッチ定
義から削除］をクリックし、
［OK］をクリックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

サーバはサーバリストからは削除
ません。L4 スイッチ定義から削除
るだけです。 

L4 スイッチ定義を
削除する

1. サーバリストで、［L4 スイッチ］
>［L4 スイッチ定義］の順にク
リックし、［OK］をクリックしま
す。

2.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

L4 スイッチ定義のサーバは削除さ
せん。定義だけが削除されます。

タスク 手順 追加の詳細
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ルールはリストの中の順番通りに評価されます。評価したい順序でルールを配置
する必要があります。

ルールの設定を変更するには、目的のルールを選択して［編集］をクリックしま
す。

5.2.2  ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイス用最近接

サーバルールのバックアップ

ZENworks 管理ゾーンに複雑な最近接サーバルールが設定されている場合、これらのルー
ルをバックアップ手順の中でエクスポートできます。 

次の zman コマンドは、最近接サーバルールのバックアップ時に有効です。

location-copy-rules (loccp): 最近接サーバルールデータをソースデバイスまたはデバイ
スフォルダから、1 つ以上のコピー先デバイスまたはデバイスフォルダにコピーしま
す。

location-export-rules-to-file (loctf): 最近接サーバルールデータ (XML 形式 ) をファイ
ルにエクスポートします。XML ファイを入力として使用して、最近接サーバルール
を作成またはルールを付加できます。

location-import-rules-from-file (locff): 最近接サーバルールデータ (XML 形式 ) をファ
イルからインポートします。

これらのコマンドの詳細と使用方法は、『ZENworks 11 コマンドラインユーティリティリ
ファレンス』の「場所ルールコマンド」を参照してください。これらのコマンドは、ゾー
ンを ZENworks 11 に対するベースラインにした後では有効でなくなります。

5.3  既知の制限事項
プライマリサーバをZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.xからZENworks 11
にアップグレードすると、次の機能はサポートされなくなります。

ZENworks Adaptive Agentの旧バージョン(version 10.2.xまたは10.3.x)がインストー
ルされている管理対象デバイスをサテライトとして昇格する。 
既存の 10.2.x サテライトまたは 10.3.x サテライトのサテライト役割と設定を変更
する。

サンドボックスのみのバンドルまたはポリシーがテストユーザに割り当てられ、この
ユーザが ZENworks 11 管理ゾーンの一部である 10.2.x または 10.3.x の管理対象デバイ
スにログインする場合、バンドルまたはポリシーのユーザ割り当てはどれもデバイス
にフローしません。

管理対象デバイスでのバンドルのインストールアクションセットの動作は、バンドル
変更管理の導入によって、ZENworks 11 で変更されました。この動作を理解するに
は、『ZENworks 11 ソフトウェア配布リファレンス』の「Behavior of Install Action Set」
を参照してください。

ZENworks 11 インストールアクションセットの動作に準拠するため、ZENworks 11 管
理ゾーン内の 10.2.x 管理対象デバイスでインストールアクションセットを実行する場
合は、デバイスにパッチを適用する必要があります。パッチの詳細については、
Novell ダウンロード Web サイト (http://download.novell.com/
Download?buildid=CCdDG4BfuJs~) を参照してください。
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